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0
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東
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管
理
局
　
宮
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管
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2
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8
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0
8
月
1
1
日

2
0
0
8
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0
8
月
2
9
日

3
8
°
5
3
′
4
3
″

国
土
防
災
技
術
株
式
会
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0
2
2
-
2
1
6-
25
86

広
瀬
伸
二

内
藤
祥
志

橋
本
　
純

斉
藤
寿
雄

3
0
1
.
5
8

5
0
.
0
0

東
邦
D
-
1

F
D
-
1
2

6
.
70

強
風
化
軽
石
凝
灰
岩

2
2.
10

強
風
化
細
粒
凝
灰
岩

2
6.
90

礫
混
り
土

2
8.
60

礫
混
り
土

5
0.
00

弱
風
化
凝
灰
岩

φ
ma
x2
c
mの
軽
石
と
粗
粒
砂
～
細
礫
サ

イ
ズ
の
基
質
で
構
成
さ
れ
る
。
全
体
的

に
褐
鉄
鉱
汚
染
に
よ
り
淡
褐
色
に
変
色

し
て
い
る
。

岩
組
織
を
残
す
も
の
の
，
風
化
著
し
く

脆
弱
で
指
圧
に
よ
り
容
易
に
砂
質
土
状

に
崩
れ
る
。

○
GL
-2
.8
0～
4.
00
，
4
.9
0～
6.
70
m区

間
は
，
風
化
著
し
く
砂
質
土
状
に
採
取

さ
れ
る
。
含
水
著
し
い
。

○
GL
-
4.
0
0～
4
.9
0
m区
間
は
細
粒
凝
灰

岩
の
薄
層
が
狭
在
し
，
岩
組
織
が
明
瞭

に
認
め
ら
れ
る
。
剪
断
面
が
網
目
状
に

密
に
発
達
し
て
い
る
。
軟
質
で
指
圧
に

よ
り
容
易
に
崩
れ
る
。
部
分
的
に
弱
い

粘
性
を
伴
う
。

大
部
分
は
シ
ル
ト
質
粒
子
で
構
成
さ
れ

て
お
り
，
部
分
的
に
細
粒
砂
～
細
礫
を

挟
む
。
大
部
分
は
風
化
著
し
く
非
常
に

軟
質
で
あ
る
が
，
部
分
的
に
弱
風
化
硬

質
部
が
見
ら
れ
る
。

○
GL
-
6.
8
0～
1
0.
5
0m
区
間
は
，
非
常

に
軟
質
で
含
水
著
し
く
砂
質
土
状
コ
ア

と
し
て
採
取
さ
れ
る
。
一
部
に
弱
い
粘

性
が
認
め
ら
れ
る
。

※
や
や
硬
質
で
あ
る
が
カ
ッ
タ
ー
で
削

れ
る
区
間
…
GL
-1
0
.7
0

～
11
.1
0,
11
.7
0～
11
.9
0,
12
.2
0

～
12
.4
0m

○
GL
-
12
.
50
～
22
.
00
m
：
岩
組
織
が
明

瞭
に
残
存
す
る
も
の
の
，
非
常
に
軟
質

で
剪
断
面
が
密
に
網
目
状
に
発
達
し
て

い
る
。
一
部
剪
断
面
の
発
達
に
乏
し
く

，
や
や
締
ま
っ
て
い
る
。
一
部
に
弱
い

粘
性
が
認
め
ら
れ
る
。

○
GL
-
21
.
00
～
22
.
00
m
：
粒
径
が
粗
く

，
粗
粒
砂
主
体
で
構
成
さ
れ
る
。

最
大
径
5c
mの
礫
と
シ
ル
ト
～
細
粒
砂

の
基
質
で
構
成
さ
れ
る
。

礫
種
は
安
山
岩
や
溶
結
凝
灰
岩
な
ど
多

種
多
様
で
あ
り
，
礫
形
は
円
礫
～
角
礫

。
全
体
的
に
粒
径
の
淘
汰
は
悪
い
。

木
片
や
植
物
根
を
多
く
含
む
。

基
質
は
含
水
著
し
く
軟
質
で
，
指
圧
に

よ
り
容
易
に
貫
入
す
る
。

○
GL
-
26
.
90
～
27
.
30
m
：
腐
植
物
を
含

む
旧
表
土
。
非
常
に
軟
質
で
粘
性
強
い

。 ○
GL
-
27
.
30
～
28
.
00
m
：
礫
は
少
な
く

，
大
部
分
は
シ
ル
ト
～
細
粒
砂
で
構
成

さ
れ
る
。
軟
質
で
含
水
著
し
く
粘
性
に

乏
し
い
。
褐
鉄
鉱
汚
染
を
被
る
。

○
GL
-
28
.
00
～
28
.
60
m
：
凝
灰
岩
の
礫

を
多
く
含
み
，
礫
形
は
円
礫
～
亜
円
礫

。
基
質
は
粗
粒
砂
を
主
体
と
す
る
。

φ
ma
x1
0
cm
の
軽
石
と
灰
色
の
細
粒
な

基
質
で
構
成
さ
れ
る
。
一
部
に
炭
質
物

を
含
む
。

風
化
弱
く
硬
質
で
，
ハ
ン
マ
ー
の
打
撃

に
よ
り
鈍
い
金
属
音
を
発
す
る
。
亀
裂

少
な
く
棒
状
コ
ア
と
し
て
採
取
さ
れ
る

。 ○
GL
-
28
.
60
～
28
.
70
m
：
風
化
著
し
く

軟
質
で
礫
混
じ
り
粘
土
状
コ
ア
と
し
て

採
取
さ
れ
る
。

G
L-
2
8.
7
0～
2
9.
0
0m
：
弱
く
風
化
を
被

っ
て
お
り
，
軽
石
が
軟
質
化
し
爪
で
削

る
こ
と
が
で
き
る
。
褐
鉄
鉱
汚
染
に
よ

り
褐
色
に
変
色
し
て
い
る
。

○
GL
-
48
.
70
～
50
.
00
m
：
軽
石
の
含
有

少
な
く
，
細
粒
砂
の
基
質
を
主
体
と
す

る
。
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.
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東
邦
D
-
1

N
F
D
-
1
2

1
.
00

表
土

8
.
00

転
石
混
り
土

1
0.
60

礫
混
り
土

3
6.
40

強
風
化
軽
石
凝
灰
岩

3
8.
30

礫
混
り
土

6
0.
00

弱
風
化
凝
灰
岩

φ
ma
x5
c
mの
礫
と
中
粒
砂
質
土
の
基
質

で
構
成
さ
れ
る
。
軽
石
と
安
山
岩
の
亜

円
礫
を
含
む
。
植
物
根
を
混
入
す
る
。

最
大
コ
ア
長
40
cm
の
溶
結
凝
灰
岩
転
石

を
含
む
礫
混
じ
り
土
。
基
質
は
軽
石
凝

灰
岩
起
源
の
砂
質
土
や
強
風
化
細
粒
凝

灰
岩
起
源
の
砂
質
土
で
構
成
さ
れ
る
。

基
質
は
全
体
的
に
軟
質
で
含
水
著
し
い

。 ○
GL
-
5.
7
0～
6
.4
0
m：
岩
組
織
を
残
す

強
風
化
細
粒
凝
灰
岩
。

○
GL
-
5.
7
0～
6
.4
0
m：
風
化
著
し
く
粘

性
を
伴
い
，
褐
鉄
鉱
汚
染
に
よ
り
赤
褐

色
に
変
色
し
て
い
る
。

○
GL
-7
.6
0～
8.
00
m：
φ
m
ax
30
mm
の

礫
と
粗
粒
砂
で
構
成
さ
れ
る
。
含
ま
れ

る
礫
は
凝
灰
岩
お
よ
び
軽
石
の
円
礫
。

○
GL
-
8.
0
0～
8
.6
0
m：
腐
植
物
や
植
物

根
を
含
む
礫
混
じ
り
土
。
部
分
的
に
含

水
著
し
く
粘
性
を
帯
び
る
。

○
GL
-8
.6
0～
9.
00
m：
φ
m
ax
5c
mの
礫

を
含
む
。
礫
種
は
凝
灰
岩
で
基
質
は
粘

性
を
伴
う
。

○
GL
-9
.0
0～
10
.6
0m
：
φ
ma
x4
cm
の

礫
と
細
粒
砂
の
基
質
で
構
成
さ
れ
る
。

礫
種
は
凝
灰
岩
，
安
山
岩
。

○
GL
-
9.
0
0～
9
.2
0
m：
植
物
根
が
混
入

す
る
。

G
L-
9
.7
0
～
10
.0
0
m：
強
風
化
細
粒
凝

灰
岩
。

φ
ma
x2
0
cm
の
軽
石
と
細
粒
砂
の
基
質

で
構
成
さ
れ
る
軽
石
質
凝
灰
岩
。

部
分
的
に
風
化
弱
く
や
や
硬
質
で
あ
る

が
，
大
部
分
は
風
化
著
し
く
指
圧
に
よ

り
砂
質
土
状
に
崩
れ
る
。

※
16
.9
0～
17
.1
0,
17
.5
0

～
18
.0
0,
32
.3
0～
32
.7
0,
36
.3
0

～
36
.4
0
m区
間
：
風
化
・
含
水
著
し
く

砂
質
土
状
コ
ア
と
し
て
採
取
さ
れ
る
。

弱
く
褐
鉄
鉱
汚
染
を
被
っ
て
お
り
，
黄

褐
色
～
淡
褐
色
に
変
色
し
て
い
る
。

φ
ma
x7
c
mの
礫
と
粘
土
～
中
粒
砂
の
基

質
で
構
成
さ
れ
る
。

○
GL
-3
6.
40
～
3
6.
50
，
3
7.
00

～
37
.2
0
m：
基
質
の
粘
性
強
く
，
含
ま

れ
る
礫
は
丸
み
を
帯
び
て
お
り
表
面
に

光
沢
が
見
ら
れ
る
。

○
GL
-
38
.
00
～
37
.
20
m
：
粒
径
の
大
き

い
円
礫
を
含
み
，
礫
表
面
に
は
光
沢
が

見
ら
れ
る
。
基
質
は
非
常
に
粘
性
強
く

含
水
多
い
。

○
GL
-
37
.
60
～
38
.
00
m
：
含
水
著
し
い

礫
混
じ
り
土
。
粘
性
は
認
め
ら
れ
な
い

。 φ
ma
x3
c
mの
軽
石
と
灰
色
～
緑
灰
色
の

細
粒
な
基
質
で
構
成
さ
れ
る
。

風
化
弱
く
硬
質
で
短
棒
状
～
棒
状
コ
ア

と
し
て
採
取
さ
れ
る
。
ハ
ン
マ
ー
の
打

撃
に
よ
り
鈍
い
金
属
音
を
発
す
る
。
軽

石
の
一
部
は
緑
色
変
質
を
被
っ
て
い
る

。 ○
GL
-4
0.
10
～
4
0.
30
,4
0.
50

～
40
.6
0
m：
風
化
が
進
行
し
亀
裂
が
密

に
発
達
す
る
。
指
圧
に
よ
り
礫
混
じ
り

粘
土
状
に
崩
れ
る
。

○
GL
-
44
.
40
～
45
.
20
m
：
部
分
的
に
葉

理
構
造
が
発
達
し
て
お
り
，
そ
の
傾
斜

角
は
概
ね
20
°
で
あ
る
。
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0.
10

風
化
砂
岩
シ
ル
ト
岩

2
6
2
.3
1
4
6.
00

強
風
化
砂
岩
シ
ル
ト

岩

2
6
1
.2
1
4
7.
10

強
風
化
細
粒
凝
灰
岩

弱
風
化
細
粒
凝
灰
岩

基
質
が
中
粒
砂
程
度
の
強
風
化
凝
灰
岩
。
褐
鉄

鉱
汚
染
に
よ
り
褐
色
か
ら
黄
褐
色
を
呈
す
る
。

非
常
に
軟
質
で
指
圧
に
よ
り
容
易
に
砂
状
に
崩

れ
る
。
全
体
と
し
て
岩
組
織
は
残
存
す
る
も
の

の
，
部
分
的
に
粘
性
が
見
ら
れ
る
。

G
L
-
4
.
3
0
～
4
.
7
0
m
区
間
は
腐
植
土
が
認
め
ら
れ
，

溶
結
凝
灰
岩
礫
が
混
入
す
る
。
G
L
-
5
.
0
0

～
5
.
1
0
m
区
間
に
も
腐
植
土
が
見
ら
れ
る
。

シ
ル
ト
～
中
粒
砂
サ
イ
ズ
の
火
山
灰
質
粒
子
に

よ
り
構
成
さ
れ
る
。
全
体
的
に
岩
組
織
を
残
す

が
，
軟
質
で
指
圧
に
よ
り
容
易
に
崩
れ
る
。

G
L
-
5
.
1
0
～
1
7
.
0
0
m
区
間
は
特
に
軟
質
で
や
や

粘
性
を
帯
び
る
。

G
L
-
1
7
.
0
0
～
2
0
.
0
0
m
区
間
は
や
や
粒
径
が
粗
く

な
り
，
細
砂
～
中
粒
砂
で
構
成
さ
れ
る
。
比
較

的
締
ま
っ
て
お
り
棒
状
コ
ア
と
し
て
採
取
さ
れ

る
が
，
指
圧
に
よ
り
砂
状
に
崩
れ
る
。

G
L
-
6
.
2
0
～
6
.
3
0
m
区
間
は
粗
粒
で
褐
鉄
鉱
汚
染

著
し
く
暗
褐
色
を
呈
す
る
。

G
L
-
5
.
1
0
～
8
.
6
0
m
に
は
φ
1
m
m
程
度
の
黒
色
の

鉱
物
粒
子
の
混
入
が
見
ら
れ
る
。

上
位
か
ら
下
位
に
向
か
っ
て
粒
径
が
漸
移
的
に
変

化
す
る
。

G
L-
2
0.
0
0～
2
1.
0
0m
区
間
は
転
石
の
混
入
は
認
め

ら
れ
ず
，
中
粒
～
粗
粒
砂
サ
イ
ズ
の
火
山
灰
粒
子

に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。

G
L-
21
.0
0～
28
.9
0m
区
間
は
，
φ
ma
x5
cm

，
av
e3
cm
の
転
石
と
中
粒
～
粗
粒
砂
の
基
質
で
構

成
さ
れ
る
。
岩
組
織
が
残
存
し
棒
状
に
採
取
さ
れ

る
区
間
と
，
礫
混
り
砂
質
土
状
に
採
取
さ
れ
る
区

間
が
混
在
す
る
。
棒
状
コ
ア
と
し
て
採
取
さ
れ
る

区
間
も
比
較
的
軟
質
で
，
指
圧
に
よ
り
容
易
に
砂

質
土
状
に
崩
れ
る
。

※
砂
質
土
状
コ
ア
区
間
：
GL
-
23
.8
0

～
23
.9
0,
24
.9
0～
28
.1
0m

G
L-
2
2.
0
0～
2
2.
3
0m
区
間
は
や
や
含
水
が
認
め
ら

れ
，
弱
い
粘
性
を
伴
い
，
指
圧
に
よ
り
容
易
に
貫

入
す
る
。
他
区
間
で
は
粘
土
化
は
認
め
ら
れ
な
い
。

G
L-
2
1.
0
0～
2
3.
8
0m
ま
で
褐
鉄
鉱
汚
染
に
よ
り
褐

色
～
黄
褐
色
を
呈
す
る
。

G
L-
2
6.
0
0～
2
6.
5
0m
は
基
質
が
細
粒
で
灰
色
を
呈

す
る
。

粘
板
岩
の
円
礫
（
φ
2
c
m
）
，
珪
質
泥
岩
角
礫
（

φ
3
c
m
）
を
含
む
砂
質
土
。
中
粒
主
体
で
淘
汰

は
良
い
。

含
ま
れ
る
軽
石
は
φ
3
c
m
程
度
で
基
質
は
粗
粒

～
中
粒
砂
サ
イ
ズ
で
構
成
さ
れ
て
お
り
，
棒
状

コ
ア
と
し
て
採
取
さ
れ
る
区
間
と
礫
混
り
砂
質

土
と
し
て
採
取
さ
れ
る
区
間
が
混
在
す
る
。

※
礫
混
り
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土
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コ
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区
間

G
L
-
2
9
.
3
0
～
2
9
.
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～
2
9
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8
0
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3
0
.
0
0

～
3
0
.
8
5
m

全
体
と
し
て
明
灰
色
を
呈
す
る
。

弱
風
化
部
と
強
風
化
部
が
混
在
す
る
。
弱
風
化

部
は
棒
状
コ
ア
と
し
て
採
取
さ
れ
，
や
や
硬
質

だ
が
カ
ッ
タ
ー
で
削
る
こ
と
が
で
き
る
。
強
風

化
部
は
非
常
に
軟
質
で
砂
質
土
状
コ
ア
と
し
て

採
取
さ
れ
る
。
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G
L
-
3
8
.
3
0
～
3
9
.
5
0
m
区
間
は
，
一
部
中
粒
砂
で

軽
石
を
含
む
凝
灰
質
シ
ル
ト
。

G
L
-
3
9
.
6
0
～
3
9
.
9
0
m
区
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は
シ
ル
ト
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薄
層
。

G
L
-
3
9
.
9
0
～
4
0
.
1
0
m
区
間
は
，
中
粒
～
粗
粒
砂

岩
で
層
理
や
葉
理
が
部
分
的
に
認
め
ら
れ
，
そ

の
傾
斜
角
は
，
G
L
-
3
9
.
5
0
m
で
1
4

°
,
G
L
-
3
7
.
3
0
m
で
1
8
°
。

風
化
・
破
砕
の
進
行
著
し
く
，
軟
質
な
砂
岩
シ

ル
ト
岩
の
互
層
。
岩
組
織
が
乱
れ
て
お
り
泥
岩

中
に
凝
灰
岩
の
亜
角
礫
～
円
礫
が
混
入
す
る
。

G
L
-
4
5
.
4
0
～
4
6
.
0
0
m
区
間
は
，
岩
組
織
が
一
部

に
残
存
し
剪
断
面
が
発
達
す
る
。
未
風
化
硬
質

部
が
円
礫
状
に
残
存
し
て
い
る
。

G
L
-
4
6
.
0
0
m
に
は
下
位
の
強
風
化
細
粒
凝
灰
岩
と

の
境
界
面
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
境
界
部
の
強

風
下
細
粒
凝
灰
岩
は
乱
れ
た
構
造
を
示
し
て
い

る
。

G
L
-
4
2
.
8
5
～
4
3
.
0
0
m
：
溶
結
凝
灰
岩
の
礫
を
含

む
。

G
L
-
4
1
.
5
5
～
4
2
.
6
0
m
：
泥
岩
中
に
凝
灰
岩
の
亜

角
礫
～
円
礫
を
含
む
。

風
化
が
進
行
し
軟
質
で
指
圧
に
よ
り
容
易
に
粉

状
に
崩
れ
る
。
や
や
含
水
に
富
み
，
弱
い
粘
性

を
伴
う
。
褐
鉄
鉱
汚
染
に
よ
り
褐
色
～
暗
褐
色

に
変
色
し
て
い
る
。

風
化
弱
く
，
短
棒
状
～
棒
状
コ
ア
と
し
て
採
取

さ
れ
る
。
比
較
的
締
ま
っ
て
い
る
も
の
の
，
爪

に
よ
り
容
易
に
削
る
こ
と
が
で
き
る
。
部
分
的

に
葉
理
構
造
が
発
達
し
，
概
ね
水
平
の
構
造
を

示
す
。

G
L
-
6
1
.
3
0
m
に
は
φ
5
c
m
の
軽
石
が
混
入
し

，
G
L
-
6
1
.
3
5
m
以
深
で
は
軽
石
分
が
卓
越
す
る
。

G
L
-
6
4
.
2
0
～
6
4
.
6
0
m
区
間
に
は
軽
石
混
じ
り
の

粗
粒
砂
岩
薄
層
が
狭
在
す
る
。
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1
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2
3
3
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1
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00
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風
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細
粒
凝
灰
岩

2
1
8
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1
9
0.
00

弱
風
化
細
粒
凝
灰
岩

明
配
色
の
細
粒
凝
灰
岩
で
採
取
さ
れ
る
。

G
L-
7
9.
0
0～
8
0.
1
0m
区
間
は
砂
質
分
を

主
体
と
し
て
，
や
や
固
結
度
が
弱
く
指

圧
に
よ
り
砂
質
土
状
に
崩
れ
る
。

G
L-
8
1.
7
0～
8
3.
9
0m
区
間
は
葉
理
が
発

達
し
，
そ
の
傾
斜
角
度
は
5～
10
゜
を
示

す
。

G
L-
8
5.
5
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8
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0
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区
間
は
脆
弱
で
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質
土
状
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し
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採
取
さ
れ
る
。
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-
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宮
城
県
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原
市
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駒
字
栗
駒
岳
国
有
林
ほ
か

 
3
8
°
5
3
′
4
9
″

東
北
森
林
管
理
局
　
宮
城
北
部
森
林
管
理
署

2
0
0
8
年
0
7
月
2
2
日

2
0
0
8
年
0
8
月
2
9
日

1
4
0
°
5
1
′
 
8
″

国
土
防
災
技
術
株
式
会
社

0
2
2
-
2
1
6-
25
86

広
瀬
伸
二

内
藤
祥
志

橋
本
　
純

曽
根
　
孝

3
4
8
.
2
5

1
0
0
.
0
0

東
邦
D
2

ヤ
ン
マ
ー
N
1
5

3
4
7
.3
5

0
.
90

表
土

3
2
1
.2
5
2
7.
00

転
石
混
り
土

2
9
9
.4
5
4
8.
80

強
風
化
軽
石
凝
灰
岩

強
風
化
細
粒
凝
灰
岩

植
物
根
を
混
入
す
る
礫
混
じ
り
土
。
含

ま
れ
る
礫
の
礫
径
は
最
大
で
8c
m，
平

均
で
3c
mの
角
礫
。
基
質
は
シ
ル
ト
～

砂
で
構
成
さ
れ
る
。

G
L-
0
.0
0
～
0.
40
m
区
間
は
礫
径
大
き
く

平
均
5c
m程
度
で
あ
り
，
礫
種
は
粘
板

岩
，
火
山
岩
な
ど
多
様
（
砕
石
の
可
能

性
有
り
）
。

G
L-
0
.4
0
～
0.
90
m
区
間
は
基
質
の
含
有

量
多
く
暗
褐
色
に
変
色
し
て
い
る
。

風
化
が
進
行
し
た
軽
石
凝
灰
岩
層
と
硬

質
な
溶
結
凝
灰
岩
が
混
在
す
る
。

軽
石
凝
灰
岩
は
風
化
の
進
行
に
よ
り
砂

質
土
状
を
呈
し
，
硬
質
な
溶
結
凝
灰
岩

は
最
大
径
1.
50
m
程
度
の
岩
塊
と
し
て

混
入
し
て
お
り
，
全
体
と
し
て
転
石
混

じ
り
土
状
の
土
質
性
状
を
示
す
。

※
溶
結
凝
灰
岩
転
石
区
間

G
L-
6.
16
～
6
.3
0,
6.
60
～
7
.1
0,
10
.3
0

～
11
.0
0,
11
.9
0～
12
.8
0,
15
.8
0

～
16
.5
0,
17
.2
0～
18
.1
0,
18
.8
5

～
20
.4
0,
20
.9
0～
21
.2
0,
25
.4
0

～
26
.7
0m
。

軽
石
凝
灰
岩
層
は
部
分
的
に
岩
組
織
を

残
す
も
の
の
，
軟
質
で
指
圧
に
よ
り
容

易
に
砂
質
土
状
に
崩
れ
る
が
，
粘
土
化

区
間
は
認
め
ら
れ
な
い
。

溶
結
凝
灰
岩
の
転
石
は
，
極
硬
質
で
ハ

ン
マ
ー
の
打
撃
に
よ
り
金
属
音
を
発
す

る
。

最
大
コ
ア
長
40
cm
の
軽
石
と
同
質
の
基

質
で
構
成
さ
れ
る
軽
石
凝
灰
岩
。
基
質

は
細
粒
～
粗
粒
砂
サ
イ
ズ
で
石
英
粒
子

を
多
く
含
む
。

全
体
と
し
て
岩
組
織
を
明
瞭
に
残
し
棒

状
コ
ア
と
し
て
採
取
さ
れ
る
が
，
風
化

に
よ
り
軟
質
化
し
て
お
り
，
指
圧
に
よ

り
容
易
に
砂
質
土
状
に
崩
れ
る
。
部
分

的
に
風
化
が
強
く
砂
質
土
状
コ
ア
と
し

て
採
取
さ
れ
る
。

※
砂
質
土
状
コ
ア
区
間

G
L-
27
.0
0～
28
.2
0,
29
.0
0

～
29
.4
0,
29
.8
0～
30
.1
0,
41
.4
0

～
41
.5
0m
。

G
L-
2
7.
0
0～
2
8.
0
0m
区
間
は
軽
石
の
混

入
は
認
め
ら
れ
ず
，
火
山
灰
質
の
細
粒

分
は
級
化
構
造
を
示
し
，
上
位
か
ら
細

粒
砂
→
粗
粒
砂
サ
イ
ズ
へ
と
漸
移
的
に

粒
径
変
化
す
る
。

全
体
的
に
弱
く
褐
鉄
鉱
汚
染
を
被
り
，

淡
褐
色
～
黄
褐
色
を
呈
す
る
。

G
L-
4
3.
5
5～
4
5.
0
0m
区
間
は
褐
鉄
鉱
汚

染
を
被
っ
て
お
ら
ず
，
青
灰
色
を
呈
す

る
。

※
風
化
著
し
く
砂
質
土
状
コ
ア
と
し
て

採
取
さ
れ
る
区
間
：
GL
-4
5.
10

～
46
.5
0,
47
.9
0～
48
.8
0m

シ
ル
ト
質
の
火
山
灰
で
構
成
さ
れ
る
。

下
部
ほ
ど
粒
径
が
粗
く
な
る
傾
向
に
あ

る
。

一
部
に
葉
理
構
造
が
見
ら
れ
，
そ
の

傾
斜
角
は
約
10
°
を
示
す
。

風
化
著
し
く
礫
混
じ
り
土
状
～
礫
状
コ

ア
と
し
て
採
取
さ
れ
る
部
分
と
，
短

棒
状
コ
ア
と
し
て
採
取
さ
れ
る
部
分

が
混
在
す
る
。

○
GL
-
55
.
00
～
57
.
00
m
：
風
化
著
し
く

含
水
多
い
。

○
GL
-6
0.
00
～
6
7.
00
m：
粒
径
が
細

粒
砂
か
ら
中
粒
砂
に
漸
移
す
る
。
風

化
は
弱
い
が
比
較
的
軟
質
で
指
圧
に
よ

り
砂
質
土
状
に
崩
れ
る
。

○
GL
-
67
.
00
～
69
.
70
m
：
風
化
著
し
く

砂
質
土
状
コ
ア
と
し
て
採
取
さ
れ
る
。

○
GL
-
69
.
70
～
70
.
40
m
：
風
化
弱
く
，

や
や
締
ま
っ
て
い
る
。

調
査
期
間

現
　
　
場

代
 
理
 
人

試
 
錐
 
機

ボ
ー
リ
ン
グ
柱
状
図

エ
ン
ジ
ン

m調
 
 
 
査
 
 
 
名

事
業
・
工
事
名

（
  
 
  
 
  
 
 　
 
 　
　
　
　
　
  
 ）

m 地
質
区
分

深　 度

柱 状 図

標　 高

標　 　 尺
(
ｍ
)

(
ｍ
)
(
ｍ
)

名

調
 
査
 
業
 
者
 
名

孔
 
 
口
 
 
標
 
 
高

発
 
 
注
 
 
機
 
 
関

総
　
掘
　
進
　
長

リ
ボ
ー

ン
グ

電
話

記
　
　
　
事北

1
80
゜主
任
技
師

調
査
位
置

角　 　 度
0゜

下上1
80
゜

方　 　 向

9
0゜

2
70
゜

西

鉛 直

9
0゜

9
0゜

南0゜

東

地 盤 勾 配

0゜
水
平

使 用 機 種

ボ
ー
リ
ン
グ
No
.

鑑
 
定
 
者

コ
　
　
ア

～

落
下
用
具

ハ
ン
マ
ー

ポ
 
ン
 
プ

シ
ー
ト
No
.

東
　
　
経

グ
責
任
者

ボ
ー
リ
ン

北
　
　
緯

地
　
　
　
　
　
　
質

貫
入
試
験

標
　
　
準

Ｎ
値

0
1
0
2
0
3
0
4
0
5
0

○( 自

地 下 水 検 層
定)方 法

試 錐 日 報

解 析 結 果地
下
水
文

5 6 7 8 9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

5
3

5
4

5
5

5
6

5
7

5
8

5
9

6
01 2 3 4

???

G
L
-
4
8
.8
0
～
7
2
.5
0
m

強
風
化
細
粒
凝
灰
岩

G
L
-
0
.0
0
～
0
.9
0
m

G
L
-
0
.9
0
～
2
7
.0
0
m

転
石
混
じ
り
土

G
L
-
2
7
.0
0
～
4
8
.8
0
m

強
風
化
軽
石
凝
灰
岩

BV
-1

0 
(1

/2
)

-　21　-



6
1

6
2

6
3

6
4

6
5

6
6

6
7

6
8

6
9

7
0

7
1

7
2

7
3

7
4

7
5

7
6

7
7

7
8

7
9

8
0

8
1

8
2

8
3

8
4

8
5

8
6

8
7

8
8

8
9

9
0

9
1

9
2

9
3

9
4

9
5

9
6

9
7

9
8

9
9

1
00

1
01

1
02

1
03

1
04

1
05

1
06

1
07

1
08

1
09

1
10

1
11

1
12

1
13

1
14

1
15

1
16

1
17

1
18

1
19

1
20

二
迫
川
（
荒
砥
沢
）
地
す
べ
り
調
査
業
務

B
V
-
1
0
(
2
/
2
)

宮
城
県
栗
原
市
栗
駒
字
栗
駒
岳
国
有
林
ほ
か

 
3
8
°
5
3
′
4
9
″

東
北
森
林
管
理
局
　
宮
城
北
部
森
林
管
理
署

2
0
0
8
年
0
7
月
2
2
日

2
0
0
8
年
0
8
月
2
9
日

1
4
0
°
5
1
′
 
8
″

国
土
防
災
技
術
株
式
会
社

0
2
2
-
2
1
6-
25
86

広
瀬
伸
二

内
藤
祥
志

橋
本
　
純

曽
根
　
孝

3
4
8
.
2
5

1
0
0
.
0
0

東
邦
D
2

ヤ
ン
マ
ー
N
1
5

2
7
5
.7
5
7
2.
50

2
7
5
.7
5
7
2.
50

強
風
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粒
凝
灰
岩

2
7
0
.3
5
7
7.
90

風
化
砂
岩
シ
ル
ト
岩

2
4
8
.2
5
1
0
0
.0
0

弱
風
化
砂
岩
シ
ル
ト

岩

岩
質
は
比
較
的
硬
質
で
あ
る
が
，
亀
裂
が

密
に
発
達
し
て
お
り
，
礫
状
～
短
棒
状
コ

ア
と
し
て
採
取
さ
れ
る
。
葉
理
構
造
が
発

達
し
，
深
度
に
よ
り
傾
斜
が
異
な
る
。

G
L-
72
.5
0m
：
50
°

G
L-
73
.4
0m
：
12
°

G
L-
73
.9
0m
：
4°

G
L-
74
.4
0m
：
14
°

G
L-
74
.9
0m
：
28
°

○
GL
-
77
.
40
～
77
.
90
m
：
破
砕
著
し
く
亀

裂
が
密
に
発
達
し
て
い
る
。
特

に
GL
-
77
.
40
～
78
.
00
m
区
間
は
剪
断
面
が

網
目
状
に
密
に
発
達
し
て
お
り
，
明
瞭
な

鏡 が
見
ら
れ
る
。

◎
GL
-7
7.
80
mに
は
剪
断
面
に
明
瞭
な
擦

痕
が
認
め
ら
れ
る
。
光
沢
は
見
ら
れ
な
い

。
そ
の
剪
断
面
の
傾
斜
は
4°
で
，
擦
痕

は
最
大
傾
斜
方
向
に
対
し
て
反
時
計
回
り

に
約
20
°
斜
交
す
る
。

◎
GL
-7
7.
90
m：
傾
斜
角
約
5°
の
剪
断
面

が
数
mm
間
隔
で
複
数
認
め
ら
れ
，
明
瞭
な

鏡
波
だ
が
見
ら
れ
る
。

灰
色
の
や
や
硬
質
な
砂
岩
・
シ
ル
ト
岩
で

構
成
さ
れ
る
。

葉
理
構
造
は
明
瞭
で
は
な
い
が

，
GL
-8
0.
80
～
8
1.
50
,8
3.
50
mに
お
い
て

淡
灰
色
の
薄
層
が
認
め
ら
れ
る
。

○
GL
-8
3.
60
,8
4.
80
m：
φ
m
ax
1c
mの
軽

石
片
を
含
み
，
粗
粒
砂
の
基
質
で
構
成
さ

れ
る
薄
層
（
層
厚
約
5c
m）
を
挟
む
。

○
GL
-9
6.
50
m：
水
平
の
亀
裂
に
沿
っ
て

褐
鉄
鉱
汚
染
を
被
り
，
褐
色
に
変
色
し
て

い
る
。
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砂
岩
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岩

す
べ
り
面
：
G
L
-
7
7
.9
0
m
…
明
瞭
な
擦
痕
が
見
ら
れ
る

B
H
T
V
に
よ
り
G
L
-
7
6
.6
6
～
7
7
.7
2
m
区
間
に
剪
断
面
の
密
集
区
間
が
見
ら
れ
る
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深
度

最
大
傾
斜
方
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傾
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角
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順
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3
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.
0
6

1
0
0
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0
0

K
D
1
-
C

N
F
D
1
3

3
2
1
.3
6
3
1.
70

玉
石
混
り
礫
質
土

3
0
3
.2
6
4
9.
80

強
風
化
軽
石
質
凝
灰

岩 風
化
軽
石
質
凝
灰
岩

最
大
コ
ア
長
40
cm
の
溶
結
凝
灰
岩
転
石

と
礫
混
り
土
の
基
質
で
構
成
さ
れ
る
。

溶
結
凝
灰
岩
転
石
は
比
較
的
硬
質
で
、

ハ
ン
マ
ー
の
打
撃
に
よ
り
金
属
音
を
発

す
る
。

基
質
は
φ
1c
m程
の
凝
灰
岩
礫
と
シ
ル
ト

～
粗
粒
砂
で
構
成
さ
れ
る
。
非
常
に
軟

質
で
指
圧
に
よ
り
容
易
に
貫
入
す
る
。

含
水
著
し
く
粘
性
が
認
め
ら
れ
る
。

基
質
部
は
褐
鉄
鉱
汚
染
著
し
く
、
褐
色

に
変
色
し
て
い
る
。

G
L-
6.
50
m以
深
で
は
、
強
風
化
軽
石
凝

灰
岩
と
溶
結
凝
灰
岩
転
石
が
交
互
に
分

布
す
る
。

強
風
化
軽
石
凝
灰
岩
は
最
大
径
10
cm
の

軽
石
と
粗
粒
砂
の
基
質
で
構
成
さ
れ
る

。
非
常
に
軟
質
で
指
圧
に
よ
り
容
易
に

砂
質
土
状
に
崩
れ
る
。
褐
鉄
鉱
汚
染
著

し
く
、
ま
だ
ら
状
に
褐
色
に
変
色
し
て

い
る
。

G
L-
20
.0
0～
20
.6
5，
22
.0
0～
24
.2
0m

区
間
は
、
溶
結
凝
灰
岩
の
粒
径
が
小
さ

く
、
最
大
径
10
c
mの
礫
混
り
土
。

G
L-
2
7.
7
0～
2
8.
0
0m
区
間
は
砂
質
土
を

主
体
と
す
る
。

G
L-
3
0.
0
0～
3
0.
9
0m
区
間
の
軽
石
凝
灰

岩
部
に
は
、
部
分
的
に
弱
い
粘
性
が
認

め
ら
れ
る
。

最
大
径
15
cm
の
軽
石
と
同
質
の
粗
粒
砂

の
基
質
で
構
成
さ
れ
る
。
風
化
が
著
し

く
進
行
し
、
指
圧
に
よ
り
容
易
に
砂
状

に
崩
れ
る
。

G
L-
3
1.
7
0～
3
3.
9
0m
区
間
は
褐
鉄
鉱
汚

染
著
し
く
淡
褐
～
褐
色
に
変
色
し
て
い

る
。
ま
た
各
所
で
緑
色
変
質
を
被
っ
て

お
り
、
暗
緑
～
緑
灰
色
を
呈
す
る
。
部

分
的
に
粘
土
化
が
見
ら
れ
る
。

G
L-
3
5.
0
0～
4
0.
7
0m
区
間
は
比
較
的
軽

石
の
混
入
多
く
(径
平
均
1c
m）
や
や
締

ま
っ
て
お
り
、
砂
状
～
短
棒
状
コ
ア
と

し
て
採
取
さ
れ
る
。

G
L-
4
0.
7
0～
4
9.
8
0m
区
間
は
軟
質
な
コ

ア
主
体
と
な
る
。

G
L-
4
7.
9
0m
に
は
、
φ
3c
m
程
の
緑
色
変

質
し
た
火
山
岩
礫
が
含
ま
れ
る
。

最
大
径
8c
mの
軽
石
と
同
質
の
中
～
粗

粒
砂
の
基
質
で
構
成
さ
れ
る
。
比
較
的

風
化
弱
く
や
や
硬
質
で
、
概
ね
短
棒
～

棒
状
コ
ア
と
し
て
採
取
さ
れ
る
。
や
や

硬
質
で
は
あ
る
が
、
ハ
ン
マ
ー
の
打
撃

に
よ
り
容
易
に
崩
れ
る
。
一
部
風
化
が

進
行
し
、
砂
～
砂
礫
状
コ
ア
と
し
て
採

取
さ
れ
る
。

G
L-
49
.8
0～
62
.7
0m
区
間
は
、
径
3c
m

前
後
の
軽
石
を
多
く
含
む
が

、
GL
-
62
.
70
～
67
.
00
m
区
間
は
軽
石
径

は
小
さ
く
、
含
有
量
少
な
く
な
り
、
基

質
分
主
体
と
な
る
。

G
L-
67
.0
0～
75
.0
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区
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は
、
径
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m
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2
7
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6
7
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40

2
7
3
.6
6
7
9.
40

風
化
軽
石
質
凝
灰
岩

2
6
8
.0
6
8
5.
00

強
風
化
砂
岩
シ
ル
ト

岩

2
5
3
.0
6
1
0
0
.0
0

弱
風
化
砂
岩
シ
ル
ト

岩

風
化
が
進
行
し
、
軟
質
な
砂
岩
シ
ル
ト

岩
互
層
。
GL
-
79
.
40
～
82
.
70
m
区
間
は

火
山
灰
質
粒
子
を
主
体
と
す
る

。
GL
-
79
.
40
～
80
.
00
m
区
間
は
変
質
を

被
り
、
淡
緑
灰
色
を
呈
す
る
。
風
化
著

し
く
強
風
化
粘
土
化
部
に
未
風
化
硬
質

部
が
礫
状
に
残
存
し
て
い
る
。
礫
表
面

に
は
光
沢
が
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

G
L-
7
9.
5
0～
7
9.
7
0m
区
間
に
は
剪
断
面

が
密
に
網
目
状
に
発
達
す
る
。
剪
断
面

に
は
明
瞭
な
光
沢
が
見
ら
れ
る
。

G
L-
79
.6
0m
に
は
弱
い
擦
痕
と
光
沢
を

伴
う
剪
断
面
が
認
め
ら
れ
る
。
剪
断
面

の
傾
斜
角
度
は
35
°
，
擦
痕
方
向
は
面

の
最
大
傾
斜
方
向
か
ら
時
計
回
り
に
25

°
斜
交
す
る
。

G
L-
84
.1
0m
ま
で
は
、
部
分
的
に
剪
断

面
の
密
集
部
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
一

部
に
鈍
い
光
沢
が
見
ら
れ
る
程
度
。

G
L-
84
.2
5，
84
.4
0～
84
.4
5m
に
は
木

片
が
密
集
す
る
層
が
見
ら
れ
る
。

G
L-
8
4.
5
0～
8
5.
0
0m
区
間
は
暗
灰
色
の

泥
岩
。
葉
理
構
造
が
見
ら
れ
、
そ
の
傾

斜
角
度
は
2°
を
示
す
。

砂
岩
，
シ
ル
ト
岩
，
泥
岩
の
互
層
。
新

鮮
，
や
や
硬
質
で
，
ハ
ン
マ
ー
の
打
撃

に
よ
り
鈍
い
金
属
音
を
発
す
る
。
亀
裂

が
発
達
し
て
お
り
，
短
棒
～
棒
状
コ
ア

と
し
て
採
取
さ
れ
る
。

堆
積
構
造
が
見
ら
れ
る
も
の
の
，
乱
れ

が
著
し
い
。
下
位
ほ
ど
火
山
灰
質
粒
子

の
混
入
多
く
下
部
へ
向
か
っ
て
漸
移
的

に
灰
色
～
明
灰
色
に
色
調
変
化
す
る
。

G
L-
9
4.
3
～
94
.6
m
：
岩
組
織
は
明
瞭
に

見
ら
れ
る
が
，
部
分
的
に
粘
土
化
が
確

認
さ
れ
る
。
や
や
軟
質
で
，
カ
ッ
タ
ー

で
傷
が
付
く
程
度
。

G
L-
9
9.
3
～
99
.6
m
：
風
化
に
よ
り
や
や

粘
土
化
し
て
い
る
が
，
岩
組
織
は
明
瞭

に
見
ら
れ
る
。
や
や
軟
質
で
，
カ
ッ
タ

ー
で
傷
が
付
く
程
度
。
剪
断
面
は
見
ら

れ
な
い
。

前
後
の
軽
石
が
密
集
す
る
区
間
と
基
質

分
主
体
の
区
間
が
交
互
に
分
布
す
る
。

G
L-
7
4.
1
0m
に
は
、
径
10
c
mの
シ
ル
ト

偽
礫
が
見
ら
れ
る
。

G
L-
7
5.
0
0～
7
9.
4
0m
区
間
は
中
～
粗
粒

砂
サ
イ
ズ
の
基
質
分
を
主
体
と
す
る
。
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3

3
5
3
.5
0

9
.
10

砂
利
・
礫
混
り
粘
性

土

3
3
6
.6
0
2
6.
00

強
風
化
軽
石
質
凝
灰

岩

3
0
3
.8
0
5
8.
80

風
化
溶
結
凝
灰
岩

風
化
軽
石
凝
灰
岩

最
大
径
5c
mの
亜
角
～
亜
円
礫
と
粘
土

～
シ
ル
ト
～
砂
質
土
の
基
質
で
構
成
さ

れ
る
。
極
軟
質
で
指
圧
に
よ
り
容
易
に

貫
入
す
る
。
礫
種
は
熔
結
凝
灰
岩
を
主

体
と
す
る
。

G
L-
0.
00
～
0
.3
5，
0.
65
～
1.
00

，
1.
60
～
2.
3
0m
区
間
は
，
基
質
は
砂

質
土
を
主
体
と
し
粘
性
は
乏
し
く
，
礫

の
混
入
多
い
。

G
L-
1.
00
～
1
.5
5，
2.
30
～
2.
60

，
3.
00
～
4.
6
0m
区
間
は
基
質
は
粘
性

土
を
主
体
と
し
，
粘
性
著
し
く
含
水
多

い
。

G
L-
1
.0
0
～
4.
50
m
区
間
は
特
に
木
片
や

植
物
根
の
混
入
多
い
。

G
L-
4
.6
0
～
9.
10
m
区
間
は
細
礫
混
じ
り

の
シ
ル
ト
～
砂
質
土
を
主
体
と
す
る
。

極
軟
質
で
粘
性
，
含
水
が
見
ら
れ
る
。

G
L-
7
.7
0
～
8.
10
m
区
間
に
は
植
物
根
や

腐
植
土
が
見
ら
れ
る
。

G
L-
8
.6
0
～
8.
70
m
区
間
に
は
腐
植
土
が

見
ら
れ
る
。

全
体
的
に
褐
鉄
鉱
汚
染
を
被
っ
て
お
り

，
褐
～
暗
褐
色
に
変
色
し
て
い
る
。

φ
5～
10
cm
の
軽
石
と
同
質
の
基
質
で

構
成
さ
れ
る
。
風
化
著
し
く
非
常
に
軟

質
で
指
圧
に
よ
り
容
易
に
砂
質
土
状
に

崩
れ
る
。

G
L-
9
.1
0
～
16
.0
0
m区
間
は
特
に
風
化

著
し
く
，
褐
鉄
鉱
汚
染
著
し
く
淡
褐
色

～
暗
褐
色
に
変
色
し
て
い
る
。

G
L-
2
0.
0
0～
2
6.
0
0区
間
は
や
や
軟
質

で
，
カ
ッ
タ
ー
に
よ
り
容
易
に
削
る
こ

と
が
で
き
る
。
部
分
的
に
褐
鉄
鉱
汚
染

を
被
り
，
ま
だ
ら
状
に
黄
褐
～
赤
褐
色

に
変
色
し
て
い
る
。

比
較
的
新
鮮
で
硬
質
な
溶
結
凝
灰
岩
。

φ
2～
5m
m程
の
高
温
石
英
を
多
く
含
む

。
一
部
亀
裂
の
密
集
部
や
軽
石
凝
灰
岩

起
源
の
充
填
物
が
見
ら
れ
る
が
，
大
部

分
は
棒
状
～
短
棒
状
コ
ア
と
し
て
採
取

さ
れ
る
。
比
較
的
硬
質
で
ハ
ン
マ
ー
の

打
撃
に
よ
り
鈍
い
金
属
音
を
発
す
る
。

G
L-
2
6.
0
0～
2
6.
1
5m
区
間
は
風
化
に
よ

り
や
や
軟
質
で
，
カ
ッ
タ
ー
に
よ
り
容

易
に
削
れ
る
。

G
L-
2
7.
9
0～
2
8.
2
0m
区
間
は
硬
質
で
あ

る
が
，
褐
鉄
鉱
汚
染
に
よ
り
黄
褐
色
に

変
色
し
て
い
る
。

G
L-
2
8.
4
0～
3
2.
0
0m
区
間
は
風
化
著
し

い
軽
石
凝
灰
岩
。
一
部
硬
質
部
分
は
見

ら
れ
る
が
，
大
部
分
は
軟
質
で
指
圧
に

よ
り
容
易
に
削
れ
る
。
褐
鉄
鉱
汚
染
著

し
く
，
黄
褐
～
褐
色
に
変
色
し
て
い
る

。 G
L-
44
.2
5～
45
.0
0，
45
.4
0～
45
.6
0m

区
間
は
風
化
・
破
砕
に
よ
り
ぜ
い
弱
化

し
て
お
り
，
カ
ッ
タ
ー
で
容
易
に
崩
れ

る
。
褐
鉄
鉱
汚
染
に
よ
り
黄
褐
色
に
変

色
し
て
い
る
。

最
大
径
5c
mの
軽
石
や
火
山
岩
片
と
粗
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シ
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～
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結
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6
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0
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9
0

9
1
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1
00
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1
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1
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1
09
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1
11

1
12

1
13

1
14

1
15

1
16

1
17

1
18

1
19

1
20

二
迫
川
（
荒
砥
沢
）
地
す
べ
り
調
査
業
務

B
V
-
1
3

東
北
森
林
管
理
局
　
宮
城
北
部
森
林
管
理
署

2
0
0
8
年
1
0
月
2
2
日

2
0
0
8
年
1
1
月
2
3
日

国
土
防
災
技
術
株
式
会
社

0
2
2
-
2
1
6-
25
86

広
瀬
伸
二

内
藤
祥
志

橋
本
　
純

斉
藤
　
昭
彦

1
1
0
.
0
0

Y
S
O
-
1

N
F
D
-
1
3

9
6.
15

2
6
6
.4
5
9
6.
15

風
化
～
強
風
化
軽
石

2
5
2
.6
0
1
1
0
.0
0

弱
風
化
砂
岩
シ
ル
ト

岩

砂
岩
・
シ
ル
ト
岩
・
泥
岩
の
細
互
層
。

G
L-
96
.1
5m
（
最
上
部
）
に
は
，
明
瞭

な
擦
痕
を
伴
う
剪
断
面
が
見
ら
れ
る
。

剪
断
面
の
傾
斜
角
度
は
約
4°
。
痕
跡

方
向
は
最
大
傾
斜
方
向
に
対
し
て
，
反

時
計
回
り
に
約
10
°
斜
交
し
て
い
る
。

剪
断
面
の
光
沢
は
鈍
い
。
全
体
と
し
て

新
鮮
硬
質
で
，
短
棒
～
棒
状
コ
ア
と
し

て
採
取
さ
れ
る
。
極
硬
質
で
，
ハ
ン
マ

ー
の
打
撃
で
金
属
音
を
発
す
る
。
葉
理

構
造
が
各
所
に
見
ら
れ
，
そ
の
傾
斜
角

度
は
概
ね
5ﾟ
前
後
を
示
す
。
堆
積
構
造

は
一
部
擾
乱
し
て
お
り
，
脱
水
構
造
や

ス
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
見
ら
れ
る
。

G
L-
96
.4
0～
96
.8
0m
区
間
は
，
φ
1c
m

程
の
軽
石
を
含
む
凝
灰
岩
。

G
L-
9
7.
7
0～
9
8.
0
5m
区
間
に
は
，
炭
化

木
片
が
多
数
混
入
し
て
い
る
。

G
L-
9
8.
7
0～
1
01
.
20
m
区
間
は
，
暗
灰

色
の
泥
岩
を
主
体
と
す
る
。

G
L-
10
1.
20
～
1
10
.0
0m
区
間
は
泥
質
の

堆
積
物
中
の
明
灰
色
火
山
灰
質
粒
子
や

軽
石
片
が
多
く
混
入
し
，
深
部
ほ
ど
混

入
率
が
高
い
。

粒
砂
～
細
礫
サ
イ
ズ
の
鉱
物
粒
子
で
構

成
さ
れ
る
。

G
L-
5
8.
8
0～
6
1.
5
5m
区
間
は
細
粒
分
が

卓
越
し
，
シ
ル
ト
～
中
粒
砂
粒
子
を
主

体
と
す
る
。
風
化
著
し
く
軟
質
で
や
や

粘
性
が
認
め
ら
れ
る
。

G
L-
6
2.
0
0～
6
3.
4
0m
区
間
は
や
や
硬
質

で
は
あ
る
が
，
ハ
ン
マ
ー
の
打
撃
に
よ

り
容
易
に
砕
け
る
。

G
L-
6
3.
6
0～
6
5.
0
0m
区
間
は
砂
質
粒
子

を
主
体
と
し
，
非
常
に
軟
質
で
指
圧
に

よ
り
容
易
に
砂
質
土
状
に
崩
れ
る
。

G
L-
65
.0
0m
以
深
は
，
概
ね
棒
状
コ
ア

と
し
て
採
取
さ
れ
る
も
の
の
風
化
に
よ

り
軟
質
で
，
カ
ッ
タ
ー
に
よ
り
容
易
に

削
れ
る
。

G
L-
5
8.
8
0～
7
3.
5
0m
区
間
は
褐
鉄
鉱
汚

染
に
よ
り
淡
褐
～
黄
褐
色
に
変
色
し
て

い
る
が
，
そ
れ
以
深
で
は
概
ね
褐
鉄
鉱

汚
染
を
被
っ
て
お
ら
ず
，
灰
色
を
呈
し

て
い
る
。

G
L-
80
.9
0～
81
.0
0，
84
.4
0～
84
.6
0m

区
間
は
砂
質
土
状
コ
ア
と
し
て
採
取
さ

れ
る
。

G
L-
94
.2
0～
94
.4
0，
95
.3
0～
95
.4
0

，
95
.
70
～
95
.
90
m
区
間
に
は
シ
ル
ト

の
薄
層
が
挾
在
す
る
。
風
化
著
し
く
軟

質
で
粘
土
化
が
進
行
し
て
い
る
。
未
風

化
硬
質
部
が
礫
状
に
残
存
し
て
お
り
，

亜
円
礫
状
を
呈
す
る
。

表
面
に
は
鈍
い
光
沢
が
見
ら
れ
る
。

G
L-
95
.3
0～
95
.4
0，
95
.7
0～
95
.9
0m

区
間
に
は
特
に
明
瞭
な
光
沢
が
見
ら
れ

る
。
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8
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3
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2
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0
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9

8
8

8
7
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6
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5
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4
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3
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2

8
1

8
0

7
9

7
8

7
7

7
6

7
5

7
4

7
3

7
2

7
1

7
0

6
9

6
8

6
7

6
6

6
5

6
4

6
3

6
2

6
1

?

凝
灰
岩

G
L
-
9
6
.1
5
～
1
1
0
.0
0
m

弱
風
化
砂
岩
シ
ル
ト
岩

G
L
-
5
8
.8
0
～
9
6
.1
5
m

風
化
～
強
風
化
軽
石
凝
灰

岩

宮
城
県
栗
原
市
栗
駒
字
栗
駒
山
国
有
林
地
内

す
べ
り
面
：
G
L
-
9
6
.1
5
m
…
風
化
軽
石
凝
灰
岩
と
強
風
化
砂
岩
シ
ル
ト
岩
の
境

界
に
見
ら
れ
る
剪
断
面
。
明
瞭
な
擦
痕
を
伴
う
。
剪
断
面
の
傾
斜
角
度
4
°
。

擦
痕
方
向
は
面
の
最
大
傾
斜
方
向
に
対
し
反
時
計
回
り
に
1
0
°
斜
交
す
る
。

3
6
2
.
6
0
 
m

3
8
°
5
4
′
0
8
″

1
4
0
°
5
0
′
5
2
″
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2
00
.0
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4
9
3
.4
7

0
.4
0

表
土

4
8
4
.3
7

9
.5
0

礫
質
土

4
6
4
.2
7
2
9
.6
0

強
風
化
溶
結
凝
灰
岩

4
5
5
.8
7
3
8
.0
0

風
化
弱
溶
結
凝
灰
岩

4
3
7
.3
7
5
6
.5
0

弱
風
化
溶
結
凝
灰
岩

風
化
溶
結
凝
灰
岩

シ
ル
ト
～
中
粒
砂
を
主
体
と
す
る
。

極
軟
質
で
指
圧
に
よ
り
容
易
に
貫
入

す
る
。
含
水
が
認
め
ら
れ
，
粘
性
強

い
。
植
物
根
や
木
片
を
混
入
す
る
。

全
体
的
に
暗
褐
色
を
呈
す
る
。

シ
ル
ト
～
粗
粒
砂
の
基
質
と
最
大

径
1
c
m
の
亜
角
～
亜
円
礫
で
構
成
さ

れ
る
。
礫
種
は
安
山
岩
や
凝
灰
岩
等

G
L
-
0
.4
0
～
3
.0
0
，
5
.0
0
～
5
.5
0
m
区

間
は
砂
質
分
や
礫
の
混
入
少
な
く
，

含
水
著
し
い
粘
土
～
シ
ル
ト
を
主
体

と
す
る
。
粘
性
著
し
く
極
軟
質
で
指
圧

に
よ
り
容
易
に
貫
入
す
る
。
一
部
に

腐
植
物
や
植
物
根
を
混
入
す
る
。

G
L
-
3
.0
0
～
5
.0
0
，
5
.5
0
～
8
.0
0
m
区

間
は
砂
質
分
が
卓
越
し
粘
性
乏
し
い

。
特
に
G
L
-
6
.3
0
～
8
.0
0
m
区
間
は
粗

粒
砂
を
主
体
と
し
礫
の
混
入
多
い
。

G
L
-
8
.0
0
～
9
.1
0
m
区
間
は
，
基
質
中

に
石
英
片
や
有
色
鉱
物
，
軽
石
片

が
卓
越
し
，
φ
1
～
2
c
m
の
安
山
岩

礫
を
多
く
混
入
す
る
。

G
L
-
9
.1
0
～
9
.3
0
m
区
間
は
基
質
分

少
な
く
，
φ
5
m
m
前
後
の
亜
円
礫
を

主
体
と
す
る
。

G
L
-
9
.3
0
～
9
.5
0
m
区
間
は
φ
2
0
c
m

の
凝
灰
岩
巨
礫
。

全
体
的
に
褐
鉄
鉱
汚
染
に
よ
り
黄
褐

～
褐
色
を
呈
す
る
。

径
数
m
m
の
軽
石
片
，
高
温
石
英
，

角
閃
石
等
で
構
成
さ
れ
る
溶
結
凝

灰
岩
。
岩
組
織
を
明
瞭
に
残
す
も
の

の
，
軟
質
で
指
圧
に
よ
り
容
易
に
砂

質
土
状
に
崩
れ
る
。
基
質
の
一
部
に

弱
い
粘
性
が
認
め
ら
れ
る
。

G
L
-
9
.5
0
～
1
0
.7
0
m
区
間
に
は
，
炭

質
物
が
多
く
混
入
す
る
。

G
L
-
9
.5
0
～
1
2
.0
0
m
区
間
は
褐
鉄
鉱

汚
染
に
よ
り
暗
褐
～
赤
褐
色
に
変
色

し
て
い
る
。

G
L
-
1
2
.0
0
～
2
5
.0
0
m
区
間
は
褐
鉄

鉱
汚
染
は
ご
く
一
部
で
，
全
体
的
に

淡
赤
色
を
呈
す
る
。

G
L
-
1
8
.1
0
～
1
8
.1
5
，
2
3
.0
0
～
2
3
.2
0

，
2
4
.0
0
～
2
4
.0
5
，
2
4
.4
0
～
2
4
.8
0
m

区
間
に
は
，
風
化
に
よ
り
軟
質
化
し
，

や
や
粘
土
化
し
た
軽
石
が
含
ま
れ
る

。
軽
石
の
粒
径
は
最
大
で
2
0
c
m
。

G
L
-
2
2
.0
0
～
2
4
.0
0
m
区
間
に
は
，
暗

褐
色
の
シ
ル
ト
で
構
成
さ
れ
る
腐
植

土
が
乱
雑
に
混
入
し
て
い
る
。

G
L
-
2
4
.9
0
～
2
5
.0
0
m
区
間
は
固
結

度
弱
く
，
砂
礫
状
コ
ア
と
し
て
採
取
さ

れ
る
。

G
L
-
2
9
.0
0
～
2
9
.4
0
m
区
間
は
亀
裂

が
多
く
発
達
し
，
指
圧
に
よ
り
亀
裂
に

沿
っ
て
分
離
す
る
。

G
L
-
2
9
.4
0
～
2
9
.6
0
m
区
間
は
暗
褐

色
の
シ
ル
ト
～
粘
土
で
構
成
さ
れ
る

腐
植
土
。
軟
質
で
指
圧
に
よ
り
容
易

に
貫
入
す
る
。
粘
性
著
し
く
含
水
を

伴
う
。

上
位
層
と
同
様
の
岩
相
を
示
す
溶

結
凝
灰
岩
。
溶
結
度
は
や
や
弱
い
。

比
較
的
新
鮮
で
硬
質
な
部
分
と
破

砕
風
化
に
よ
り
や
や
ぜ
い
弱
な
部
分

が
混
在
し
て
い
る
。
新
鮮
部
は
比
較

的
硬
質
で
ハ
ン
マ
ー
の
打
撃
に
よ
り

鈍
い
金
属
音
を
発
す
る
。

硬
質
区
間
：
G
L
-
3
0
.0
0
～
3
1
.5
0

，
3
7
.3
0
～
3
8
.0
0
m

G
L
-
2
9
.6
0
～
3
0
.0
0
，
3
1
.5
0
～
3
2
.1
0

，
3
5
.8
0
～
3
6
.0
0
m
区
間
は
や
や
軟

質
で
，
指
圧
に
よ
り
部
分
的
に
崩
れ

る
。

G
L
-
3
1
.5
0
～
3
7
.2
0
m
区
間
は
褐
鉄

鉱
汚
染
に
よ
り
褐
色
に
変
色
し
て
い

る
。

上
位
層
か
ら
漸
移
的
に
変
化
す
る
。

φ
5
m
m
程
度
の
高
温
石
英
を
多
く
含
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砥
沢
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べ
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務

B
V
-
14

東
北
森
林
管
理
局
　
宮
城
北
部
森
林
管
理
署

国
土
防
災
技
術
株
式
会
社

0
2
2
-
2
1
6
-
2
5
8
6

広
瀬
伸
二

内
藤
祥
志

橋
本
　
純

4
93
.8
7

2
00
.0
0

4
2
1
.7
7
7
2
.1
0

4
2
1
.7
7
7
2
.1
0

風
化
溶
結
凝
灰
岩

風
化
～
未
風
化
軽
石

質
凝
灰
岩

風
化
が
進
行
し
，
ぜ
い
弱
部
と
硬
質

部
が
交
互
に
見
ら
れ
る
。
ぜ
い
弱
部

は
，
風
化
・
破
砕
に
よ
り
砂
礫
状
コ

ア
と
し
て
採
取
さ
れ
る
。
硬
質
部
は

弱
い
風
化
を
被
っ
て
い
る
も
の
の
，

ハ
ン
マ
ー
の
打
撃
に
よ
り
鈍
い
金
属

音
を
発
し
，
短
棒
～
棒
状
コ
ア
と
し

て
採
取
さ
れ
る
。

G
L
-
5
6
．
5
0
～
5
6
.6
0
，
5
6
.8
0

～
5
8
.0
5
，
5
9
.0
0
～
5
9
.0
5
m
区
間
は

風
化
・
変
質
著
し
く
砂
礫
状
コ
ア
と
し

て
採
取
さ
れ
る
。

G
L
-
6
1
.3
5
～
6
2
.2
0
m
区
間
は
中
～

粗
粒
砂
サ
イ
ズ
の
砂
質
粒
子
が
卓

越
し
全
体
と
し
て
灰
色
を
呈
す
る
。

G
L
-
6
1
.0
0
m
以
深
で
は
最
大

径
5
c
m
の
安
山
岩
礫
や
軽
石
の
混

入
が
見
ら
れ
る
。

G
L
-
6
1
.9
0
～
6
4
.3
0
m
区
間
は
亀
裂

多
く
，
や
や
ぜ
い
弱
。

G
L
-
6
5
.3
0
～
6
5
.6
5
m
区
間
は
，
風

化
・
破
砕
著
し
く
ぜ
い
弱
で
，
指
圧

に
よ
り
容
易
に
砂
質
土
状
に
崩
れ

る
。
ま
た
部
分
的
に
弱
い
粘
性
が
認

め
ら
れ
る
。

G
L
-
6
6
.8
5
～
6
7
.0
0
m
区
間
は
，
や

や
ぜ
い
弱
で
指
圧
に
よ
り
砂
状
に

崩
れ
る
。

G
L
-
6
7
.4
0
～
6
9
.6
5
m
区
間
は
褐
鉄

鉱
汚
染
に
よ
り
部
分
的
に
褐
色
に

変
色
し
て
い
る
。

G
L
-
6
8
.9
0
m
に
は
φ
1
0
c
m
の
軽
石

が
見
ら
れ
る
。

G
L
-
6
9
.0
0
～
7
1
.8
0
m
区
間
は
，
花

崗
岩
や
流
紋
岩
，
安
山
岩
，
凝
灰

岩
等
の
亜
角
～
亜
円
礫
を
含
む
。

基
質
は
シ
ル
ト
～
粘
土
の
細
粒
分

と
高
温
石
英
で
構
成
さ
れ
る

。
G
L
-
7
0
.0
0
～
7
1
.8
0
m
区
間
は
基

質
は
軟
質
で
粘
土
化
し
て
お
り
，
カ

ッ
タ
ー
で
容
易
に
削
れ
る
。

G
L
-
6
9
.6
5
～
6
9
.8
5
m
区
間
は
風
化
，

変
質
が
進
行
し
著
し
く
軟
質
。
粘
土

化
が
見
ら
れ
表
面
に
光
沢
を
示
す

亜
円
礫
（
φ
m
ax
5
m
m
）
を
含
む
。

G
L
-
7
1
.8
0
～
7
2
.1
0
m
区
間
は
棒
状

コ
ア
と
し
て
採
取
さ
れ
硬
質
で
ハ
ン

マ
ー
の
打
撃
に
よ
り
金
属
音
を
発
す

る
。

○

む
溶
結
凝
灰
岩
。
一
部
に
亀
裂
が

発
達
す
る
も
の
の
，
風
化
弱
く
新
鮮

で
，
短
棒
～
棒
状
コ
ア
と
し
て
採
取
さ

れ
る
。
著
し
く
硬
質
で
ハ
ン
マ
ー
の
打

撃
に
よ
り
金
属
音
を
発
す
る
。
亀
裂

面
は
褐
鉄
鉱
汚
染
に
よ
り
褐
～
暗

褐
色
を
呈
す
る
。

G
L
-
4
4
.7
5
～
4
4
.9
0
m
区
間
は
，
や
や

ぜ
い
弱
で
，
褐
鉄
鉱
汚
染
に
よ
り
褐

色
に
変
色
し
て
い
る
。

G
L
-
4
5
.5
0
～
4
8
.7
5
m
区
間
は
亀
裂

多
く
片
状
～
短
棒
状
コ
ア
と
し
て
採

取
さ
れ
る
。

G
L
-
4
8
.7
5
～
5
2
.3
0
m
区
間
は
鉛
直

方
向
の
亀
裂
が
卓
越
し
亀
裂
面
の

褐
鉄
鉱
汚
染
著
し
く
暗
褐
色
に
変
色

し
て
い
る
。

G
L
-
5
2
.3
0
～
5
3
.5
0
m
区
間
に
は
溶

結
構
造
が
見
ら
れ
る
。
構
造
の
傾
斜

角
度
は
概
ね
2
0
～
3
0
°
を
示
す
。

G
L
-
5
5
.4
0
～
5
6
.5
0
m
区
間
は
，
最

大
径
1
0
c
m
の
溶
結
凝
灰
岩
亜
角
礫

と
褐
色
の
砂
質
の
基
質
で
構
成
さ
れ

，
角
礫
岩
状
の
岩
相
を
呈
す
る
。

G
L
-
5
6
.0
0
～
5
6
.4
5
m
区
間
は
褐
鉄

鉱
汚
染
に
よ
り
全
体
的
に
褐
色
に
変

色
し
て
い
る
。

G
L
-
5
6
.3
5
～
5
6
.4
5
m
区
間
は
特
に

著
し
く
，
赤
褐
色
を
呈
す
る
。

G
L
-
5
6
.4
5
～
5
9
.1
0
m
区
間
は
変
質

作
用
に
よ
り
青
灰
色
を
呈
す
る
。
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径
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径
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均
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1
c
m
程
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。
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質
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ル
ト
～
細

粒
砂
サ
イ
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。
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れ
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理
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褐
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～
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質
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。
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～
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径
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質
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す
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。
軽
石
径
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下
部
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傾
向
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る
。
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れ
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.0
0

～
1
1
5
.5
0
，
1
2
1
.8
0
～
1
2
4
.6
5
m
区

間
は
褐
鉄
鉱
汚
染
に
よ
り
淡
褐
～

灰
褐
色
を
呈
す
る

G
L
-
1
3
1
.0
0
～
1
3
2
.0
0
m
区
間
は
ぜ

い
弱
で
砂
礫
状
～
片
状
コ
ア
と
し
て

採
取
さ
れ
る
。

G
L
-
1
3
2
.0
0
m
か
ら
1
3
7
.0
0
m
に
か
け

て
漸
移
的
に
軽
石
粒
径
が
小
さ
く
な

り
、
φ
5
m
m
程
度
の
軽
石
が
点
在
し

、
砂
質
粒
子
が
主
体
と
な
る
。

G
L
-
1
3
7
.0
0
m
以
深
か
ら
再
び
軽
石

径
は
大
き
く
な
り
、
G
L
-
1
3
8
.9
0
m
に

は
φ
5
c
m
の
安
山
岩
角
礫
を
含
む
。

G
L
-
1
5
3
.4
0
～
1
5
3
.6
0
m
区
間
は
褐

鉄
鉱
汚
染
に
よ
り
暗
褐
色
を
呈
す
る

G
L
-
1
5
3
.0
0
～
1
5
5
.0
0
m
区
間
は
ぜ

い
弱
で
短
棒
～
砂
礫
状
コ
ア
と
し
て

採
取
さ
れ
る
。

調
査
期
間

現
　
　
場

代
 理
 人

試
 錐
 機

ボ
ー
リ
ン
グ
柱
状
図

エ
ン
ジ
ン

m調
  
 査
  
 名

（
  
  
  
  
  
　
  
　
　
　
　
　
  
 ）

m 地
質
区
分

深　 度

柱 状 図

標　 高

標　 　 尺
(ｍ
)

(ｍ
)
(ｍ
)

名

調
 査
 業
 者
 名

孔
  
口
  
標
  
高

発
  
注
  
機
  
関

総
　
掘
　
進
　
長

リ
ボ
ー

ン
グ

電
話

記
　
　
　
事北

1
8
0゜主
任
技
師

調
査
位
置

地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
質

角　 　 度
0
゜

下上1
8
0゜

方　 　 向

9
0゜

2
7
0゜
西

鉛 直

9
0゜

9
0゜

南

0
゜

東

地 盤 勾 配

0
゜

水
平

使 用 機 種

ボ
ー
リ
ン
グ
N
o
.

鑑
 定
 者

コ
　
　
ア

落
下
用
具

ハ
ン
マ
ー

ポ
 ン
 プ

シ
ー
ト
N
o
.

( 自 ・

地 下 水 検 層
定)

東
　
　
経

グ
責
任
者

ボ
ー
リ
ン

方 法

北
　
　
緯

貫
入
試
験

標
　
　
準

Ｎ
値

0
1
0
2
0
3
0
4
0
5
0

地
下
水
文

解 析 結 果

試 錐 日 報

1
2
1

1
2
2

1
2
3

1
2
4

1
2
5

1
2
6

1
2
7

1
2
8

1
2
9

1
3
0

1
3
1

1
3
2

1
3
3

1
3
4

1
3
5

1
3
6

1
3
7

1
3
8

1
3
9

1
4
0

1
4
1

1
4
2

1
4
3

1
4
4

1
4
5

1
4
6

1
4
7

1
4
8

1
4
9

1
5
0

1
5
1

1
5
2

1
5
3

1
5
4

1
5
5

1
5
6

1
5
7

1
5
8

1
5
9

1
6
0

1
6
1

1
6
2

1
6
3

1
6
4

1
6
5

1
6
6

1
6
7

1
6
8

1
6
9

1
7
0

1
7
1

1
7
2

1
7
3

1
7
4

1
7
5

1
7
6

1
7
7

1
7
8

1
7
9

1
8
0

最
大
径
1
0
c
m
を
超
え
る
軽
石
や
珪

質
火
山
岩
礫
，
砂
岩
，
シ
ル
ト
岩
で

構
成
さ
れ
る
。

G
L
-
7
2
.1
0
～
7
5
.0
0
m
区
間
は
φ
m
ax
 

1
0
c
m
の
凝
灰
岩
や
流
紋
岩
の
亜
角

礫
，
φ
数
m
m
の
石
英
片
，
中
～
粗

粒
砂
の
基
質
で
構
成
さ
れ
る
。

G
L
-
7
2
.2
5
～
7
2
.7
0
m
区
間
は
、
褐

鉄
鉱
汚
染
に
よ
り
ま
だ
ら
状
に
黄
褐

色
に
変
色
し
て
い
る
。

G
L
-
7
2
.1
0
～
7
4
.5
0
m
区
間
は
、
硬
質

で
ハ
ン
マ
ー
の
打
撃
に
よ
り
金
属
音

を
発
す
る
。

G
L
-
7
4
.5
0
～
7
5
.3
0
m
区
間
は
、
礫

径
小
さ
く
基
質
分
が
卓
越
す
る
。
基

質
は
軟
質
で
指
圧
に
よ
り
容
易
に
砂

状
に
崩
れ
る
。
褐
鉄
鉱
汚
染
著
し
く
、

褐
色
に
変
色
し
て
い
る
。

G
L
-
7
5
.3
0
～
7
5
.7
0
m
区
間
は
、
シ
ル

ト
～
中
粒
砂
主
体
の
砂
岩
。
葉
理
構

造
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
傾
斜
角
度
は

約
3
0
°
を
示
す
。

G
L
-
7
5
.7
0
～
7
7
.2
5
m
区
間
は
、
最

大
径
1
0
c
m
を
超
え
る
軽
石
と
硅
質

岩
の
亜
角
礫
を
混
入
す
る
。
上
下
層

と
の
境
界
は
明
瞭
で
、
両
者
と
も
不

定
形
で
波
打
っ
た
構
造
を
示
す
。

G
L
-
7
7
.2
5
～
7
8
.5
0
m
区
間
は
、
比

較
的
硬
質
な
暗
灰
色
の
泥
岩
。
葉

理
構
造
が
発
達
し
、
そ
の
傾
斜
角
度

は
2
0
～
4
0
°
。
葉
理
は
全
体
的
に

や
や
乱
れ
た
構
造
を
示
す
。

GL
-7
9.
50
～
15
5.
00
m

風
化
軽
石
凝
灰
岩

GL
-1
55
.0
0～
18
9.
35
m

弱
風
化
軽
石
凝
灰
岩

3
8°
54
′
19
″

1
40
°
50
′
41
″

宮
城
県
栗
原
市
栗
駒
字
栗
駒
山
国
有
林
地
内

K
2

N
F
D
-1
50

斉
藤
　
昭
彦

2
00
8
年
7月
17
日

2
00
8
年
9月
30
日

～

-　29　-

B
V

-1
4(

3/
4)



1
8
1

1
8
2

1
8
3

1
8
4

1
8
5

1
8
6

1
8
7

1
8
8

1
8
9

1
9
0

1
9
1

1
9
2

1
9
3

1
9
4

1
9
5

1
9
6

1
9
7

1
9
8

1
9
9

2
0
0

2
0
1

2
0
2

2
0
3

2
0
4

2
0
5

2
0
6

2
0
7

2
0
8

2
0
9

2
1
0

2
1
1

2
1
2

2
1
3

2
1
4

2
1
5

2
1
6

2
1
7

2
1
8

2
1
9

2
2
0

2
2
1

2
2
2

2
2
3

2
2
4

2
2
5

2
2
6

2
2
7

2
2
8

2
2
9

2
3
0

2
3
1

2
3
2

2
3
3

2
3
4

2
3
5

2
3
6

2
3
7

2
3
8

2
3
9

2
4
0

二
迫
川
地
区
（荒
砥
沢
）地
す
べ
り
調
査
業
務

B
V
-
14

東
北
森
林
管
理
局
　
宮
城
北
部
森
林
管
理
署

国
土
防
災
技
術
株
式
会
社

0
2
2
-
2
1
6
-
2
5
8
6

広
瀬
伸
二

内
藤
祥
志

橋
本
　
純

4
93
.8
7

2
00
.0
0

3
0
4
.5
2
1
8
9
.3
5

3
0
4
.5
2
1
8
9
.3
5

弱
風
化
砂
岩
シ
ル
ト

岩

2
9
3
.8
7
2
0
0
.0
0

弱
風
化
細
粒
凝
灰
岩

シ
ル
ト
～
中
粒
砂
で
構
成
さ
れ
る
砂

岩
泥
岩
互
層
。
葉
理
や
層
理
が
良
く

発
達
し
、
そ
の
傾
斜
角
度
は

、
G
L
-
1
7
9
.3
0
～
1
8
5
.6
0
m
区
間
で
1
0

～
1
5
°
，
G
L
-
1
8
5
.6
0
～
1
8
9
.0
0
　
m

区
間
で
2
～
5
°
。
葉
理
や
層
理
は

各
所
に
ス
ラ
ン
ピ
ン
グ
に
よ
る
乱
れ

が
見
ら
れ
る
。

G
L
-
1
7
9
.3
0
～
1
8
6
.6
0
m
区
間
は
火

山
灰
質
粒
子
が
卓
越
し
、
明
灰
～
灰

色
を
呈
す
る
。
全
体
的
に
風
化
弱
く

新
鮮
で
、
ハ
ン
マ
ー
の
打
撃
に
よ
り

金
属
音
を
発
す
る
。
G
L
-
1
8
5
.6
0
m
に

炭
質
物
の
薄
層
が
挾
在
す
る
。

G
L
-
1
8
3
.2
0
～
1
8
3
.5
0
m
に
は

φ
5
m
m
の
軽
石
が
混
入
す
る
。

G
L
-
1
8
9
.1
0
～
1
8
9
.3
5
m
区
間
は
細

粒
凝
灰
岩
の
基
質
中
に
シ
ル
ト
の
偽

礫
が
混
入
す
る
。

シ
ル
ト
～
中
粒
砂
サ
イ
ズ
の
火
山
灰

質
粒
子
で
構
成
さ
れ
る
。
風
化
弱
く

新
鮮
で
、
ハ
ン
マ
ー
の
打
撃
に
よ
り

鈍
い
金
属
音
を
発
す
る
。
一
部
に
葉

理
構
造
が
見
ら
れ
、
そ
の
傾
斜
角
度

は
5
～
1
0
°
を
示
す
。

G
L
-
1
9
6
.3
0
～
1
9
7
.3
0
m
区
間
は
や

や
軟
質
で
指
圧
に
よ
り
砂
状
に
崩
れ

る
。

G
L
-
1
9
8
.8
0
～
2
0
0
.0
0
m
：
φ
5
c
m
の

シ
ル
ト
偽
礫
や
軽
石
,緑
色
変
質
し
た

火
山
岩
片
（
φ
5
m
m
）
を
含
む
凝
灰

岩
。
新
鮮
・
硬
質
で
、
ハ
ン
マ
ー
の
打

撃
に
よ
り
金
属
音
を
発
す
る
。

○

調
査
期
間

現
　
　
場

代
 理
 人

試
 錐
 機

ボ
ー
リ
ン
グ
柱
状
図

エ
ン
ジ
ン

m調
  
 査
  
 名

（
  
  
  
  
  
　
  
　
　
　
　
　
  
 ）

m 地
質
区
分

深　 度

柱 状 図

標　 高

標　 　 尺
(ｍ
)

(ｍ
)
(ｍ
)

名

調
 査
 業
 者
 名

孔
  
口
  
標
  
高

発
  
注
  
機
  
関

総
　
掘
　
進
　
長

リ
ボ
ー

ン
グ

電
話

記
　
　
　
事北

1
8
0゜主
任
技
師

調
査
位
置

地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
質

角　 　 度
0
゜

下上1
8
0゜

方　 　 向

9
0゜

2
7
0゜
西

鉛 直

9
0゜

9
0゜

南

0
゜

東

地 盤 勾 配

0
゜

水
平

使 用 機 種

ボ
ー
リ
ン
グ
N
o
.

鑑
 定
 者

コ
　
　
ア

落
下
用
具

ハ
ン
マ
ー

ポ
 ン
 プ

シ
ー
ト
N
o
.

( 自 ・

地 下 水 検 層
定)

東
　
　
経

グ
責
任
者

ボ
ー
リ
ン

方 法

北
　
　
緯

貫
入
試
験

標
　
　
準

Ｎ
値

0
1
0
2
0
3
0
4
0
5
0

地
下
水
文

解 析 結 果

試 錐 日 報

1
8
1

1
8
2

1
8
3

1
8
4

1
8
5

1
8
6

1
8
7

1
8
8

1
8
9

1
9
0

1
9
1

1
9
2

1
9
3

1
9
4

1
9
5

1
9
6

1
9
7

1
9
8

1
9
9

2
0
0

2
0
1

2
0
2

2
0
3

2
0
4

2
0
5

2
0
6

2
0
7

2
0
8

2
0
9

2
1
0

2
1
1

2
1
2

2
1
3

2
1
4

2
1
5

2
1
6

2
1
7

2
1
8

2
1
9

2
2
0

2
2
1

2
2
2

2
2
3

2
2
4

2
2
5

2
2
6

2
2
7

2
2
8

2
2
9

2
3
0

2
3
1

2
3
2

2
3
3

2
3
4

2
3
5

2
3
6

2
3
7

2
3
8

2
3
9

2
4
0

G
L
-
1
5
5
.0
0
～
1
8
9
.3
5
m

弱
風
化
軽
石
凝
灰
岩

G
L
-
1
5
5
.0
0
～
1
8
9
.3
5
m

弱
砂
岩
シ
ル
ト
岩

G
L
-
1
8
9
.3
5
～
2
0
0
.0
0
m

弱
風
化
細
粒
凝
灰
岩

3
8°
54
′
19
″

1
40
°
50
′
41
″

宮
城
県
栗
原
市
栗
駒
字
栗
駒
山
国
有
林
地
内

K
2

N
F
D
-1
50

斉
藤
　
昭
彦

2
00
8
年
7月
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2
00
8
年
9月
30
日

～

積
構
造
の
擾
乱
が
著
し
い
。
 

G
L
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1
6
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～
1
6
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.2
0
m
区
間
は
葉

理
の
発
達
著
し
い
も
の
の
、
そ
の

構
造
は
乱
れ
て
い
る
。
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1
7
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0
m
区
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は
φ
 

5
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m
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シ
ル
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偽
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が
点
在
す

る
。
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8
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0
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会
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25
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広
瀬
伸
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内
藤
祥
志

橋
本
　
純

曽
根
　
孝

3
4
4
.
6
5

1
0
0
.
0
0

東
邦
 
D
-
2

N
F
-
1
5

3
4
1
.9
5

2
.
70

表
土

3
2
3
.9
5
2
0.
70

転
石
混
り
土

3
0
7
.1
5
3
7.
50

強
風
化
軽
石
凝
灰
岩

強
風
化
細
粒
凝
灰
岩

最
大
径
5c
mの
熔
結
凝
灰
岩
の
礫
と
シ

ル
ト
か
ら
砂
質
の
基
質
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
全
体
的
に
鉄
鉱
汚
染
に
よ
り
変

色
し
て
い
る
。
基
質
は
一
部
に
や
や
粘

性
が
認
め
ら
れ
る
。

G
L-
2
.2
～
2.
7
m区
間
は
腐
植
物
を
多
く

含
み
粘
性
，
含
水
著
し
い
。

最
大
コ
ア
長
15
cm
の
熔
結
凝
灰
岩
の
転

石
と
砂
質
の
基
質
で
構
成
さ
れ
る
。
基

質
は
軽
石
片
や
石
英
片
を
多
く
含
む
軽

石
凝
灰
岩
起
源
の
粒
子
を
主
体
と
す
る

。 G
L-
12
m～
13
m区
間
は
基
質
の
固
結
度

が
特
に
弱
く
，
指
圧
に
よ
り
容
易
に
砂

質
土
状
に
崩
れ
る
。

転
石
は
部
分
的
に
褐
鉄
鉱
汚
染
に
よ
り

赤
褐
色
を
呈
す
る
。

G
L-
1
3.
1
～
14
.6
m
区
間
は
，
細
粒
（
シ

ル
ト
）
凝
灰
岩
薄
層
を
挾
在
す
る
。
軟

質
で
部
分
的
に
弱
い
粘
性
を
伴
う
。

最
大
径
10
cm
の
軽
石
と
粗
粒
サ
イ
ズ
の

基
質
で
構
成
さ
れ
る
。
風
化
著
し
く
軟

質
で
指
圧
に
よ
り
容
易
に
砂
質
土
状
に

崩
れ
る
。

G
L-
2
0.
7
m～
2
6.
9
m区
間
は
褐
鉄
鉱
汚

染
に
よ
り
淡
褐
色
か
ら
褐
色
に
変
色
し

て
い
る
。

G
L-
31
m
以
深
で
は
，
軽
石
の
含
有
量
が

多
く
な
り
，
軽
石
の
粒
径
が
大
き
く
な

る
傾
向
に
あ
る
。

G
L-
3
6.
1
m～
3
7.
4
m区
間
は
，
粗
粒
砂

サ
イ
ズ
の
基
質
を
主
体
と
し
，
軽
石
の

含
有
少
な
い
。

葉
理
の
発
達
し
た
細
粒
凝
灰
岩
。
岩
組

織
が
明
瞭
に
認
め
ら
れ
，
比
較
的
よ
く

締
ま
っ
て
い
る
。
葉
理
構
造
の
傾
斜
角

度
は
概
ね
5ﾟ
か
ら
1
0°
を
示
す
。
一
部

に
軽
石
の
混
入
が
認
め
ら
れ
る
。

G
L-
3
7.
5
～
38
.3
m
区
間
は
風
化
著
し
い

砂
岩
シ
ル
ト
岩
の
互
層
。
岩
組
織
は
明

瞭
に
見
ら
れ
る
が
，
せ
ん
断
面
が
密
に

網
目
状
に
発
達
し
，
指
圧
に
よ
り
剪
断

面
に
沿
っ
て
分
離
し
易
い
。
部
分
的
に

粘
土
化
が
認
め
ら
れ
る
。

G
L-
4
0.
0
～
40
.3
m
区
間
は
剪
断
面
が
密

に
網
目
状
に
発
達
し
，
剪
断
面
の
一
部

に
は
鈍
い
光
沢
が
認
め
ら
れ
る
。

G
L-
4
0.
3
5m
　
傾
斜
角
5ﾟ
の
剪
断
面
が

認
め
ら
れ
る
。
剪
断
面
に
は
粘
土
が
薄

く
付
着
し
，
鈍
い
鏡
肌
と
弱
い
擦
痕
が

見
ら
れ
る
。
擦
痕
方
向
は
剪
断
面
の
最

大
傾
斜
方
向
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

G
L-
4
9.
0
～
55
.0
m
区
間
は
無
層
理
塊
状

。 G
L-
5
5.
0
0～
6
1.
7
0m
区
間
は
比
較
的
締

ま
っ
て
い
る
。

G
L-
6
1.
7
0～
6
8.
0
0m
区
間
は
や
や
ぜ
い

弱
で
指
圧
に
よ
り
砂
状
に
崩
れ
る
。
軽

石
片
の
混
入
が
見
ら
れ
，
下
位
ほ
ど
粒

径
が
大
き
く
な
る
（
φ
ma
x5
cm
）
。

G
L-
6
4.
3
0～
6
5.
0
0m
区
間
は
風
化
著
し

く
砂
礫
状
コ
ア
と
し
て
採
取
さ
れ
る
。
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志
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D
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N
F
-
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5

2
7
6
.6
5
6
8.
00

2
7
6
.6
5
6
8.
00

強
風
化
細
粒
凝
灰
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2
6
5
.4
5
7
9.
20

強
風
化
砂
岩
シ
ル
ト

岩

2
4
4
.6
5
1
0
0
.0
0

弱
風
化
砂
岩
シ
ル
ト

岩

シ
ル
ト
～
粗
粒
砂
岩
の
互
層
。
全
体
と

し
て
風
化
著
し
く
せ
ん
断
面
が
各
所
に

発
達
す
る
。
ぜ
い
弱
で
指
圧
に
よ
り
容

易
に
剪
断
面
に
沿
っ
て
分
離
す
る
。
葉

理
の
発
達
著
し
く
，
そ
の
傾
斜
角
は
10

°
～
40
°
と
様
々
。

G
L-
6
9.
0
0～
7
0.
6
0m
区
間
は
岩
組
織
が

明
瞭
に
残
存
す
る
も
の
の
，
剪
断
面
が

密
に
網
目
状
に
発
達
す
る
。
一
部
に
鈍

い
光
沢
が
見
ら
れ
る
。

G
L-
7
4.
8
0m
に
は
傾
斜
角
度
10
°
の
剪

断
面
が
認
め
ら
れ
鈍
い
光
沢
を
示
し
，

弱
い
擦
痕
が
見
ら
れ
る
。
擦
痕
方
向
は

一
定
し
て
い
な
い
。

G
L-
74
.2
0～
74
.3
0，
78
.3
0～
78
.5
0

，
79
.
10
～
79
.
20
m
区
間
は
，
未
風
化

硬
質
部
が
礫
状
に
残
存
し
，
粘
土
化
部

と
混
在
し
て
い
る
。
礫
は
や
や
丸
み
を

帯
び
，
表
面
に
光
沢
が
見
ら
れ
る
。

G
L-
7
9.
2
0m
に
は
，
傾
斜
角
度
4°
の
剪

断
面
が
見
ら
れ
る
。
剪
断
面
に
は
鈍
い

光
沢
が
見
ら
れ
る
も
の
の
，
擦
痕
は
認

め
ら
れ
な
い
。

新
鮮
で
比
較
的
硬
質
な
砂
岩
シ
ル
ト
岩

互
層
。
葉
理
構
造
が
発
達
し
，
そ
の
傾

斜
角
度
は
概
ね
5ﾟ
を
示
す
。

G
L-
79
.2
5～
79
.3
5，
79
.6
0～
79
.6
3m

区
間
に
は
白
色
細
粒
凝
灰
岩
の
薄
層
が

挾
在
す
る
。
や
や
軟
質
で
カ
ッ
タ
ー
で

削
る
こ
と
が
で
き
る
。
粘
土
化
は
認
め

ら
れ
な
い
。

G
L-
79
.2
0～
79
.2
5，
79
.3
5～
79
.4
0m

区
間
に
は
木
片
の
化
石
が
密
集
し
，
層

構
造
を
形
成
し
て
い
る
。

G
L-
80
.0
0m
以
深
で
は
，
火
山
灰
質
粒

子
が
混
入
し
，
灰
～
明
灰
色
を
呈
す
る

。
ま
た
，
径
5m
m程
の
軽
石
が
点
在
す

る
。

G
L-
84
.1
5～
84
.3
0，
92
.2
0～
92
.3
0m

区
間
に
は
炭
化
木
片
と
転
石
が
乱
雑
に

混
入
し
て
い
る
。

G
L-
9
0.
2
0～
1
00
.
00
m
区
間
は
，
シ
ル
ト

～
細
粒
砂
サ
イ
ズ
の
火
山
灰
質
粒
子
を

主
体
と
す
る
細
粒
凝
灰
岩
と
な
る
。

G
L-
9
7.
1
0～
9
7.
3
0m
区
間
は
，
含
水
多

く
や
や
軟
質
で
，
指
圧
に
よ
り
容
易
に

砂
質
土
状
に
崩
れ
る
。

G
L-
98
.0
0～
99
.0
0m
区
間
は
，

φ
ma
x5
c
mの
軽
石
を
多
く
混
入
す
る
。

G
L-
9
8.
3
5～
9
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0
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広
瀬
 
伸
二

内
藤
 
祥
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橋
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純
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0
.
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東
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D
-
2

0
.
60

表
土

4
0.
00

転
石
混
り
土

5
5.
70

強
風
化
軽
石
凝
灰
岩

5
8.
80

強
風
化
砂
岩
シ
ル
ト

岩 強
風
化
軽
石
凝
灰
岩

シ
ル
ト
～
砂
質
土
で
構
成
さ
れ
る
。
部

分
的
に
や
や
粘
性
を
帯
び
る
。
植
物
根

や
腐
植
物
を
多
く
含
み
，
暗
か
っ
色
を

呈
す
る
。
一
部
に
φ
5c
mの
熔
結
凝
灰

岩
礫
を
含
む
。

シ
ル
ト
～
粗
粒
砂
の
基
質
と
最
大
コ
ア

長
1m
の
熔
結
凝
灰
岩
転
石
で
構
成
さ
れ

る
。
基
質
は
石
英
片
や
軽
石
片
を
多
く

含
み
，
軽
石
凝
灰
岩
起
源
の
砂
質
粒
子

を
主
体
と
す
る
。
溶
結
凝
灰
岩
転
石
は

比
較
的
硬
質
で
ハ
ン
マ
ー
の
打
撃
に
よ

り
金
属
音
を
発
す
る
。

G
L-
0
.6
0
～
3.
20
m
：
基
質
は
シ
ル
ト
～

粘
土
を
主
体
と
し
，
や
や
粘
性
を
帯
び

る
。
褐
鉄
鉱
汚
染
著
し
く
，
赤
褐
色
を

呈
す
る
。

G
L-
4.
30
～
4
.8
0，
5.
00
～
5
.8
0m
区
間

の
基
質
は
，
炭
質
物
を
多
く
含
む
砂
質

土
を
主
体
と
し
，
ま
た
褐
鉄
鉱
汚
染
を

被
り
，
暗
褐
色
か
ら
赤
褐
色
を
呈
す
る

。 G
L-
1
4.
0
0～
1
4.
3
0m
区
間
は
，
淡
褐
色

の
粘
性
土
。
粘
性
著
し
く
軟
質
で
指
圧

に
よ
り
容
易
に
貫
入
す
る
。

G
L-
1
0.
0
0～
1
7.
8
0m
区
間
の
溶
結
凝
灰

岩
は
溶
結
度
弱
く
φ
1c
m程
度
の
軽
石

を
含
む
。
ま
た
破
砕
風
化
を
被
り
，
比

較
的
ぜ
い
弱
。

φ
5～
10
cm
の
軽
石
と
砂
質
の
基
質
で

構
成
さ
れ
る
。
や
や
締
ま
っ
て
い
る
が

軟
質
で
，
指
圧
に
よ
り
容
易
に
砂
質
土

状
に
崩
れ
る
。

G
L-
4
0.
0
0～
4
7.
0
0m
区
間
は
，
褐
鉄
鉱

汚
染
に
よ
り
黄
褐
色
に
変
色
し
て
い
る

。 G
L-
4
0.
0
0～
4
5.
2
0m
区
間
は
特
に
著
し

く
暗
褐
色
に
変
色
し
て
い
る
。

G
L-
4
1.
0
0～
4
1.
9
0m
区
間
は
粗
粒
分
（

シ
ル
ト
質
）
が
卓
越
す
る
。

G
L-
4
7.
8
0～
4
8.
0
0m
区
間
は
粗
粒
分
(

シ
ル
ト
質
）
が
卓
越
し
，
軟
質
で
指
圧

に
よ
り
容
易
に
貫
入
す
る
。

風
化
，
破
砕
著
し
い
砂
岩
・
シ
ル
ト
岩

。 G
L-
5
5.
7
0～
5
5.
8
0m
区
間
は
剪
断
面
が

発
達
し
，
鈍
い
光
沢
が
見
ら
れ
る
。

G
L-
5
6.
7
0～
5
7.
8
0m
区
間
は
特
に
破
砕

著
し
く
，
片
状
コ
ア
と
し
て
採
取
さ
れ

る
。

G
L-
5
8.
2
0～
5
8.
8
0m
区
間
は
葉
理
の
発

達
し
た
細
粒
凝
灰
岩
。
剪
断
面
が
密
に

網
目
状
に
発
達
す
る
も
の
の
，
剪
断
面

に
光
沢
は
見
ら
れ
な
い
。
葉
理
の
傾
斜

角
は
10
～
3
0°
を
示
す
。
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伸
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内
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志
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本
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D
-
2

7
5.
00

7
5.
00

強
風
化
軽
石
凝
灰
岩

7
6.
00

強
風
化
砂
岩
シ
ル
ト

岩

8
0.
00

風
化
砂
岩
シ
ル
ト
岩

1
0
0
.0
0

弱
風
化
砂
岩
シ
ル
ト

岩

φ
5～
10
cm
の
軽
石
を
多
く
含
む
。
基

質
は
粗
粒
砂
サ
イ
ズ
の
鉱
物
粒
子
を
主

体
と
す
る
。
や
や
締
ま
っ
て
い
る
い
る

も
の
の
，
ぜ
い
弱
で
指
圧
に
よ
り
容
易

に
崩
れ
る
。

G
L-
58
.8
0～
59
.6
0，
61
.3
0～
62
.2
0m

区
間
は
特
に
ぜ
い
弱
で
，
砂
質
土
状
コ

ア
と
し
て
採
取
さ
れ
る
。

G
L-
6
6.
7
0～
6
7.
1
0m
区
間
は
暗
灰
色
の

シ
ル
ト
岩
。
著
し
く
軟
質
で
指
圧
に
よ

り
容
易
に
崩
れ
る
。

G
L-
67
.1
0～
71
.5
0，
72
.0
0～
72
.5
0m

区
間
は
細
粒
凝
灰
岩
。
風
化
著
し
く
，

剪
断
面
が
密
に
網
目
状
に
発
達
す
る
が

，
そ
れ
ら
に
光
沢
は
見
ら
れ
な
い
。

G
L-
7
1.
7
0～
7
2.
0
0m
区
間
は
植
物
化
石

が
多
数
混
入
し
て
い
る
。

風
化
著
し
く
ぜ
い
弱
な
砂
岩
・
シ
ル
ト

岩
の
互
層
。
岩
組
織
は
明
瞭
に
残
存
し

，
葉
理
構
造
が
見
ら
れ
る
も
の
の
，
剪

断
面
の
発
達
著
し
く
，
指
圧
に
よ
り
容

易
に
剪
断
面
に
沿
っ
て
分
離
す
る
。
特

に
GL
-
75
.
00
～
75
.
20
m
区
間
は
剪
断
面

が
密
に
網
目
状
に
発
達
し
，
ぜ
い
弱
。

剪
断
面
は
光
沢
を
示
し
，
部
分
的
に
粘

土
化
が
見
ら
れ
る
。
G
L-
75
.3
0m
に
は
，

層
厚
約
1m
区
間
内
に
剪
断
面
が
多
数
発

達
し
，
鏡
肌
と
擦
痕
が
見
ら
れ
る
。
剪

断
面
に
は
や
や
起
伏
が
見
ら
れ
，
擦
痕

方
向
は
様
々
。

G
L-
7
5.
6
0m
に
は
傾
斜
角
4°
の
剪
断
面

が
見
ら
れ
る
。
鏡
肌
・
擦
痕
を
伴
い
，

擦
痕
方
向
は
剪
断
面
の
最
大
傾
斜
方
向

に
概
ね
一
致
す
る
。
GL
-7
5.
80

～
76
.0
0
m区
間
は
，
破
砕
に
よ
り
礫
状

コ
ア
と
し
て
採
取
さ
れ
る
。

中
～
粗
粒
砂
岩
を
主
体
と
す
る
。
一
部

凝
灰
質
粒
子
を
多
く
含
み
，
明
灰
色
を

呈
す
る
。
全
体
的
に
風
化
弱
く
岩
組
織

は
明
瞭
で
粘
土
化
は
見
ら
れ
な
い
も
の

の
，
亀
裂
が
発
達
し
，
一
部
片
状
コ
ア

と
し
て
採
取
さ
れ
る
。
GL
-7
9.
30

～
79
.8
0
m区
間
は
ぜ
い
弱
で
砂
状
コ
ア

と
し
て
採
取
さ
れ
る
。

G
L-
76
.3
0～
76
.4
0，
77
.4
0～
77
.5
0m

区
間
は
軟
質
で
指
圧
に
よ
り
砂
状
に
崩

れ
る
。

風
化
弱
く
，
短
棒
～
棒
状
コ
ア
と
し
て

採
取
さ
れ
る
。
比
較
的
硬
質
で
，
ハ
ン

マ
ー
の
打
撃
に
よ
り
鈍
い
金
属
音
を
発

す
る
。

G
L-
8
0.
0
0～
8
2.
3
0m
区
間
は
特
に
葉
理

構
造
の
発
達
著
し
く
，
そ
の
傾
斜
角
は

概
ね
5ﾟ
を
示
す
。

G
L-
8
2.
8
0～
8
2.
9
0m
区
間
は
剪
断
面
が

密
に
発
達
す
る
が
，
そ
れ
ら
に
光
沢
や

擦
痕
は
見
ら
れ
な
い
。

G
L-
82
.0
0m
以
深
は
，
火
山
灰
質
粒
子

や
軽
石
の
混
入
が
見
ら
れ
，
全
体
と
し

て
灰
色
を
呈
す
る
。

G
L-
92
.3
0～
92
.4
0，
92
.6
0～
92
.7
0

，
92
.
80
～
92
.
90
m
区
間
に
は
，
炭
化

植
物
片
と
軽
石
が
乱
雑
に
混
入
し
て
い

る
。

G
L-
9
3.
0
0～
1
00
.
00
m
区
間
は
，
シ
ル
ト

～
細
砂
粒
子
で
構
成
さ
れ
る
細
粒
凝
灰

岩
。
新
鮮
で
棒
状
コ
ア
と
し
て
採
取
さ

れ
る
。
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置
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落
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シ
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03
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01
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9
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7

9
6
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5
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1
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7

8
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5

8
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8
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8
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9

7
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7

7
6

7
5

7
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3

7
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7
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6
9

6
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6
6

6
5
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6
1

2
6
7
.5
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2
6
6
.5
9

2
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2
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G
L
-
8
0
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0
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1
0
0
.0
0
m

弱
風
化
砂
岩
シ
ル
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G
L
-
7
6
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8
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0
m

風
化
砂
岩
シ
ル
ト
岩

G
L
-
7
5
.0
0
～
7
6
.0
0
m

強
風
化
砂
岩
シ
ル
ト
岩

G
L
-
5
8
.8
0
～
7
5
.0
0
m

強
風
化
軽
石
凝
灰
岩

　
　
　
す
べ
り
面
：
G
L
-
7
5
.6
0
m
…
強
風
化
砂
岩
シ
ル
ト
岩
中
の
剪
断
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
瞭
な
擦
痕
を
伴
う
鏡
肌
面
。
剪
断
面
の
傾
斜
角
度
4
°

　
　
　
　
　
　
　
　
　
擦
痕
方
向
は
面
の
最
大
傾
斜
方
向
に
概
ね
一
致
す
る
。
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局
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管
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署
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8
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1
1
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2
0
0
8
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0
9
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1
1
日

1
4
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5
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国
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防
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株
式
会
社

0
2
2
-
2
1
6-
25
86

広
瀬
伸
二

内
藤
祥
志

橋
本
　
純

菊
池
博
矢

1
0
0
.
4
0

Y
S
O
-
1

N
F
D
-
1
2

1
.
90

礫
混
り
土

1
4.
30

強
風
化
軽
石
凝
灰
岩

2
0.
30

転
石
混
り
土

4
1.
35

風
化
軽
石
凝
灰
岩

5
7.
60

強
風
化
砂
岩
シ
ル
ト

岩 強
風
化
礫
岩

軽
石
凝
灰
岩
礫
と
軽
石
凝
灰
岩
起
源
の
砂

質
土
で
構
成
さ
れ
る
。
礫
は
風
化
著
し
く

軟
質
で
指
圧
に
よ
り
容
易
に
崩
れ
る
。

基
質
は
や
や
粘
性
を
伴
う
砂
質
土
を
主
体
と

し
，
軟
質
で
含
水
が
認
め
ら
れ
る
。
一
部

に
炭
質
物
を
含
む
。

最
大
コ
ア
長
60
cm
の
軽
石
と
同
質
の
砂
質

の
基
質
で
構
成
さ
れ
る
。

全
体
と
し
て
風
化
が
著
し
く
軟
質
で
指
圧

に
よ
り
容
易
に
砂
質
土
状
に
崩
れ
る
。
や

や
粘
性
を
帯
び
，
含
水
が
認
め
ら
れ
る
。

軽
石
は
，
一
部
は
や
や
硬
質
で
あ
る
が
，

カ
ッ
タ
ー
で
容
易
に
削
る
こ
と
が
で
き
る
。

G
L-
6.
00
～
6
.2
0，
10
.5
0～
10
.8
0

，
12
.6
0～
13
.0
0m
区
間
は
基
質
の
粒
径
小

さ
く
，
シ
ル
ト
～
粘
土
サ
イ
ズ
主
体
。
非

常
に
軟
質
で
粘
性
著
し
い
。

全
体
的
に
褐
鉄
鉱
汚
染
を
被
り
，
特
に
基

質
部
は
著
し
く
変
色
し
，
褐
色
か
ら
赤
褐

色
を
呈
す
る
。

最
大
コ
ア
長
70
cm
の
転
石
と
中
～
粗
粒
の

基
質
で
構
成
さ
れ
る
。
転
石
は
溶
結
凝
灰

岩
で
，
硬
質
で
ハ
ン
マ
ー
の
打
撃
に
よ
り

金
属
音
を
発
す
る
。

基
質
は
軽
石
凝
灰
岩
起
源
の
砂
質
土
や
軽

石
片
(φ
3c
m)
で
構
成
さ
れ
，
褐
鉄
鉱
汚
染

に
よ
り
褐
色
～
暗
褐
色
に
変
色
す
る
。

G
L-
1
8.
4
0～
1
8.
6
0m
区
間
は
シ
ル
ト
質
の

細
粒
分
を
や
や
多
く
含
む
。

G
L-
1
8.
9
0～
2
0.
3
0m
区
間
は
ル
ー
ズ
で
や

や
含
水
多
い
。

最
大
径
15
cm
の
軽
石
と
同
質
の
砂
質
の
基

質
で
構
成
さ
れ
る
。
比
較
的
風
化
弱
く
や

や
締
ま
っ
て
お
り
，
指
圧
で
は
崩
れ
な
い

も
の
の
，
カ
ッ
タ
ー
で
は
容
易
に
崩
れ
る
。

全
体
的
に
岩
組
織
は
明
瞭
に
残
存
し
て
い

る
。

G
L-
2
7.
9
5～
2
8.
1
0m
区
間
は
基
質
中
に
葉

理
構
造
が
見
ら
れ
，
そ
の
傾
斜
角
度
は
30
°

を
示
す
。

全
体
的
に
褐
鉄
鉱
汚
染
に
よ
り
淡
褐
色
～

褐
色
～
黄
褐
色
に
変
色
し
て
い
る
。
下
位

層
と
の
境
界
部
付
近
で
は
細
～
中
粒
砂
を

主
体
と
す
る
。

風
化
強
く
軟
質
な
砂
岩
シ
ル
ト
岩
互
層
。

一
部
に
軽
石
の
混
入
や
凝
灰
岩
の
薄
層
が

見
ら
れ
る
。

G
L-
4
3.
2
0～
4
3.
6
0m
　
剪
断
面
が
密
に
網
目

状
に
発
達
し
，
ま
た
未
風
化
硬
質
部
が
し

ま
状
に
残
存
し
，
丸
み
を
帯
び
光
沢
を
示

す
。

G
L-
43
.6
0m
　
粘
土
の
薄
層
が
連
続
(面
的

に
)す
る
。

G
L-
4
4.
3
0～
4
4.
4
0m
　
光
沢
礫
と
剪
断
面

が
認
め
ら
れ
る
。
剪
断
面
は
鏡
肌
を
呈
し
，

擦
痕
が
見
ら
れ
る
。
剪
断
面
の
傾
斜
は
60
°

，
擦
痕
は
20
°
を
示
す
。

G
L-
44
.
60
mに
は
明
瞭
な
鏡
肌
が
見
ら
れ
，

そ
の
傾
斜
角
は
20
°
を
示
す
。

G
L-
46
.0
0～
46
.5
0，
47
.3
0～
47
.6
0m
区

間
は
剪
断
面
が
密
に
網
目
状
に
発
達
し
，

ご
く
一
部
に
光
沢
が
見
ら
れ
る
。

G
L-
4
8.
7
0～
4
9.
8
0区
間
は
風
化
弱
く
岩
組

織
が
明
瞭
に
見
ら
れ
る
。
葉
理
が
良
く
発

達
し
て
お
り
(傾
斜
角
が
約
20
°
)，
葉
理

に
沿
っ
て
分
離
し
や
す
い
。
葉
理
面
の
一

部
に
は
鈍
い
鏡
肌
が
認
め
ら
れ
る
。

G
L-
4
9.
8
0～
5
0.
4
0m
区
間
は
非
常
に
ぜ
い

弱
で
，
指
圧
に
よ
り
容
易
に
崩
れ
る
。
特

に
GL
-
50
.
30
～
50
.
40
m
区
間
は
未
風
化
硬

質
部
が
礫
状
に
残
存
し
，
表
面
に
は
鈍
い

光
沢
が
見
ら
れ
る
。

G
L-
5
4.
8
0～
5
7.
6
0m
区
間
は
明
灰
色
の
細

粒
凝
灰
岩
。
GL
-5
4
.8
0
～
55
.0
0
m区
間
は

特
に
風
化
著
し
く
，
指
圧
に
よ
り
容
易
に

貫
入
す
る
。
や
や
粘
性
を
帯
び
含
水
著
し

い
。
GL
-5
5
.0
0
～
56
.0
0
m区
間
は
シ
ル
ト

の
偽
レ
キ
を
多
く
含
む
。
GL
-
56
.0
0

～
56
.5
0m
区
間
は
葉
理
が
発
達
し
，
そ
の

傾
斜
角
は
10
°
を
示
す
。

最
大
径
30
cm
の
安
山
岩
や
凝
灰
岩
礫
と
少

量
の
軽
石
，
中
～
粗
粒
砂
の
基
質
で
構
成
さ

れ
る
。
礫
形
は
亜
角
～
亜
円
礫
を
主
体
と

す
る
。
全
体
的
に
ぜ
い
弱
で
基
質
の
固
結

度
弱
く
，
指
圧
に
よ
り
容
易
に
砂
状
に
崩

れ
る
。

G
L-
6
0.
0
0～
6
0.
5
0m
区
間
は
比
較
的
硬
質

で
ハ
ン
マ
ー
の
打
撃
に
よ
り
鈍
い
金
属
音

を
発
す
る
。
下
位
層
と
の
層
界
が
明
瞭
で
，

そ
の
傾
斜
は
約
30
°
。
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防
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広
瀬
伸
二

内
藤
祥
志

橋
本
　
純

菊
池
博
矢

1
0
0
.
0
0

Y
S
O
-
1

N
F
D
-
1
2

6
0.
50

強
風
化
礫
岩

7
5.
80

風
化
細
粒
凝
灰
岩

8
4.
20

風
化
砂
岩
シ
ル
ト
岩

1
0
0
.0
0

弱
風
化
砂
岩
シ
ル
ト

岩

細
粒
の
軽
石
や
火
山
灰
質
粒
子
で
構
成

さ
れ
る
。
比
較
的
締
ま
っ
て
お
り
，
指

圧
で
は
崩
れ
な
い
が
カ
ッ
タ
ー
で
崩
れ

る
程
度
。

粒
径
は
上
位
か
ら
下
位
に
向
か
っ
て
徐

々
に
大
き
く
な
り
，
中
粒
砂
か
ら
粗
粒

砂
主
体
へ
と
変
化
し
，
GL
-6
7.
00
m以

深
で
は
φ
5m
mの
軽
石
を
多
く
含
む
よ

う
に
な
り
，
GL
-6
8
.0
0
～
69
.9
0
m区
間

は
細
礫
サ
イ
ズ
の
角
礫
や
軽
石
を
多
く

含
む
。

G
L-
6
8.
7
0～
6
9.
6
0m
区
間
は
比
較
的
ぜ

い
弱
で
指
圧
に
よ
り
容
易
に
崩
れ
る
。

G
L-
70
.2
0～
75
.8
0m
　
φ
ma
x5
cm
の
軽

石
と
砂
基
質
で
構
成
さ
れ
る
軽
石
凝
灰

岩
。

比
較
的
風
化
弱
く
，
や
や
締
ま
っ
た
砂

岩
シ
ル
ト
岩
の
互
層
。
全
体
的
に
中
～

粗
粒
砂
を
主
体
と
す
る
。
葉
理
構
造
が

発
達
し
，
そ
の
傾
斜
角
度
は
概
ね
10

～
20
°
を
示
す
。

G
L-
8
1.
7
0～
8
1.
7
5m
区
間
は
岩
組
織
が

明
瞭
に
見
ら
れ
る
も
の
の
，
剪
断
面
が

密
に
網
目
状
に
発
達
す
る
。
特

に
GL
-
81
.
75
m
附
近
に
は
，
傾
斜
角
6

～
5°
の
剪
断
面
が
3枚
確
認
さ
れ
，
そ

れ
ぞ
れ
鈍
い
光
沢
が
見
ら
れ
る
。
粘
土

化
，
擦
痕
は
見
ら
れ
な
い
。

G
L-
76
.3
5～
76
.4
5，
84
.0
0～
84
.2
0m

区
間
は
軽
石
を
多
く
含
む
凝
灰
岩
の
薄

層
が
挾
在
す
る
。

風
化
弱
く
比
較
的
硬
質
で
，
ハ
ン
マ
ー

の
打
撃
に
よ
り
鈍
い
金
属
音
を
発
す
る

。
全
体
的
に
細
粒
分
が
卓
越
し
，
シ
ル

ト
を
主
体
と
す
る
。

G
L-
85
.3
0～
85
.6
5，
85
.7
0～
85
.7
5

，
85
.8
0～
85
.9
0，
86
.2
0～
86
.3
0m

に
は
，
細
粒
凝
灰
岩
の
薄
層
が
挾
在
す

る
。

G
L-
8
6.
3
0～
8
6.
4
0m
：
木
化
石
が
混
入

す
る
。

G
L-
8
6.
4
0～
8
7.
4
0m
：
葉
理
構
造
が
発

達
し
，
そ
の
傾
斜
角
度
は
概
ね
10
°
を

示
す
。

G
L-
87
.4
0～
95
.0
0m
：
φ
ma
x2
cm
の
軽

石
が
部
分
的
に
含
ま
れ
る
。

G
L-
9
7.
6
0～
9
7.
9
0m
：
炭
質
物
を
多
く

混
入
す
る
。

G
L-
9
8.
0
0～
1
00
.
00
m
：
無
層
理
塊
状

の
細
粒
凝
灰
岩
。
や
や
軟
質
で
，
カ
ッ

タ
ー
で
容
易
に
削
れ
る
。
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査
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標　 高

標　 　 尺
(
ｍ
)

(
ｍ
)
(
ｍ
)

名

調
 
査
 
業
 
者
 
名

孔
 
 
口
 
 
標
 
 
高

発
 
 
注
 
 
機
 
 
関

総
　
掘
　
進
　
長

リ
ボ
ー

ン
グ

電
話

記
　
　
　
事北

1
80
゜主
任
技
師

調
査
位
置

角　 　 度
0゜

下上1
80
゜

方　 　 向

9
0゜

2
70
゜

西

鉛 直

9
0゜

9
0゜

南0゜

東

地 盤 勾 配

0゜
水
平

使 用 機 種

ボ
ー
リ
ン
グ
No
.

鑑
 
定
 
者

コ
　
　
ア

～

落
下
用
具

ハ
ン
マ
ー

ポ
 
ン
 
プ

シ
ー
ト
No
.

東
　
　
経

グ
責
任
者

ボ
ー
リ
ン

北
　
　
緯

宮
城
県
栗
原
市
栗
駒
字
栗
駒
岳
国
有
林
ほ
か

5
0

4
0

3
0

2
0

1
0

0
Ｎ
値

標
　
　
準

貫
入
試
験

解 析 結 果

試 錐 日 報

方 法 定)

地 下 水 検 層

( 自 ○

地
下
水
文

地
　
　
　
　
　
　
質

1
201
19

1
181
17

1
16

1
15

1
141
13

1
12

1
111
101
09

1
081
07

1
06

1
05

1
041
03

1
021
01

1
009
9

9
89
7

9
6

9
5

9
49
3

9
29
1

9
08
9

8
88
7

8
68
5

8
48
3

8
28
1

8
07
9

7
87
7

7
6

7
5

7
47
3

7
27
1

7
0

6
9

6
86
7

6
6

6
5

6
46
3

6
2

6
1

2
8
9
.4
9

2
7
4
.1
9

2
6
5
.7
9

2
4
9
.9
9

G
L
-
6
0
.5
0
～
7
5
.8
0
m

風
化
細
粒
凝
灰
岩

G
L
-
8
4
.2
0
～
1
0
0
.0
0
m

弱
風
化
砂
岩
シ
ル
ト
岩

G
L
-
7
5
.8
0
～
8
4
.2
0
m

風
化
砂
岩
シ
ル
ト
岩

　
　
　
　
す
べ
り
面
：
G
L
-
8
1
.7
5
m
…
風
化
砂
岩
シ
ル
ト
岩
中
の
鏡
肌
面

3
4
9
.
9
9

B
V-

20
 (2

/2
)

-　36　-



1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

5
3

5
4

5
5

5
6

5
7

5
8

5
9

6
0

二
迫
川
（
荒
砥
沢
）
地
す
べ
り
調
査
業
務

B
V
-
2
2

3
8
°
5
3
′
4
1
″

東
北
森
林
管
理
局
　
宮
城
北
部
森
林
管
理
署

1
4
0
°
5
1
′
1
0
″

国
土
防
災
技
術
株
式
会
社

0
2
2
-
2
1
6-
25
86

広
瀬
伸
二

内
藤
祥
志

橋
本
　
純

6
0
.
0
0

2
8
5
.9
3

1
.
00

表
土

2
7
6
.9
3
1
0.
00

強
風
化
軽
石
質
凝
灰

岩

2
7
1
.9
3
1
5.
00

強
風
化
細
粒
凝
灰
岩

2
6
9
.6
3
1
7.
30

強
風
化
軽
石
質
凝
灰

岩

2
6
1
.9
3
2
5.
00

強
風
化
砂
岩
シ
ル
ト

岩

2
4
7
.9
3
3
9.
00

強
風
化
細
粒
凝
灰
岩

2
4
6
.8
3
4
0.
10

砂
利
・
礫
混
り
砂
質

土

2
4
1
.0
3
4
5.
90

風
化
細
粒
凝
灰
岩

2
3
1
.9
3
5
5.
00

風
化
砂
岩
シ
ル
ト
岩

2
2
6
.9
3
6
0.
00

風
化
軽
石
質
凝
灰
岩

最
大
径
4
c
m
の
凝
灰
岩
亜
角
礫
と
シ
ル
ト
～
中
粒
砂
で

構
成
さ
れ
る
。
礫
径
は
φ
5
m
m
前
後
を
主
体
と
す
る
。

粘
性
弱
く
含
水
多
い
。
炭
質
物
や
植
物
根
の
混
入
が

見
ら
れ
る
。
全
体
と
し
て
褐
鉄
鉱
汚
染
に
よ
り
褐
色

に
変
色
し
て
い
る
。

G
L
-
0
.
4
0
～
0
.
7
0
m
区
間
は
軽
石
凝
灰
岩
を
起
源
と
す

る
粗
粒
砂
～
細
礫
で
構
成
さ
れ
る
。
G
L
-
0
.
7
0

～
1
.
0
0
m
区
間
は
シ
ル
ト
を
主
体
と
し
，
含
水
著
し
い

。 風
化
著
し
く
軟
質
な
軽
石
凝
灰
岩
。
全
体
的
に
軽
石

質
で
φ
1
～
2
m
m
の
石
英
を
多
く
含
む
。
非
常
に
軟
質

で
指
圧
に
よ
り
容
易
に
砂
質
土
状
に
崩
れ
る
。

G
L
-
9
.
6
0
～
1
0
.
0
0
m
区
間
は
特
に
風
化
著
し
く
砂
質
土

状
コ
ア
と
し
て
採
取
さ
れ
る
。

全
体
と
し
て
褐
鉄
鉱
汚
染
に
よ
り
黄
褐
色
～
褐
色
に

変
色
し
て
い
る
。

凝
灰
岩
の
シ
ル
ト
～
細
粒
砂
で
構
成
さ
れ
る
凝
灰
岩
。

風
化
著
し
く
非
常
に
軟
質
で
，
指
圧
に
よ
り
容
易
に

砂
質
土
状
に
崩
れ
る
。
一
部
褐
鉄
鉱
汚
染
に
よ
り
褐

色
に
変
色
し
て
い
る
が
，
全
体
的
に
は
灰
色
を
呈
す

る
。
G
L
-
1
4
.
7
0
～
1
5
.
0
0
m
区
間
は
特
に
風
化
著
し
く

砂
質
土
状
コ
ア
と
し
て
採
取
さ
れ
る
。

φ
5
c
m
前
後
の
軽
石
と
石
英
等
の
鉱
物
粒
子
で
構
成
さ

れ
る
。
風
化
著
し
く
軟
質
で
指
圧
に
よ
り
容
易
に
砂

質
土
状
に
崩
れ
る
。

G
L
-
1
6
.
4
0
～
1
6
.
5
0
m
区
間
は
暗
褐
色
シ
ル
ト
の
偽
礫

を
混
入
す
る
。

風
化
破
砕
著
し
く
軟
質
な
砂
岩
シ
ル
ト
岩
互
層
。
暗

灰
色
を
呈
し
，
葉
理
構
造
が
発
達
す
る
。
葉
理
の
傾

斜
角
は
概
ね
2
0
°
前
後
を
示
す
。

G
L
-
1
7
.
4
0
～
1
7
.
5
0
m
区
間
は
，
層
厚
5
c
m
前
後
の
凝
灰

質
シ
ル
ト
，
粗
粒
砂
層
が
互
層
を
成
し
て
い
る
。

G
L
-
1
7
.
5
0
～
2
0
.
0
0
m
区
間
は
炭
質
物
の
薄
層
が
各
所

に
見
ら
れ
る
。

G
L
-
2
0
.
0
0
～
2
1
.
0
0
m
区
間
は
明
灰
色
の
細
粒
凝
灰
岩

が
挾
在
す
る
。
風
化
著
し
く
軟
質
で
指
圧
に
よ
り
容

易
に
砂
質
土
状
に
崩
れ
る
。

G
L
-
2
4
.
2
0
～
2
4
.
7
0
m
区
間
は
軽
石
凝
灰
岩
の
薄
層
が

挾
在
す
る
。
風
化
著
し
く
ぜ
い
弱
で
，
指
圧
に
よ
り

容
易
に
砂
礫
状
に
崩
れ
る
。

凝
灰
質
の
シ
ル
ト
～
細
砂
を
主
体
と
す
る
細
粒
凝
灰

岩
。
風
化
著
し
く
軟
質
で
，
カ
ッ
タ
ー
で
容
易
に
削

れ
る
。
全
体
と
し
て
岩
組
織
は
明
瞭
に
残
存
す
る
も
，

粘
土
化
は
進
行
し
，
弱
い
粘
性
を
伴
う
。

G
L
-
2
5
．
0
0
～
2
5
.
2
0
m
区
間
は
，
乱
れ
た
強
風
化
細
粒

岩
と
砂
礫
が
混
在
す
る
。
含
ま
れ
る
礫
は
最
大
径
2
c
m

程
の
円
礫
で
，
一
部
表
面
に
光
沢
が
見
ら
れ
る
。

G
L
-
2
5
.
1
5
～
2
5
.
2
0
m
区
間
は
灰
色
の
シ
ル
ト
薄
層
が

挾
在
す
る
。

G
L
-
3
4
.
0
0
～
3
4
.
5
0
m
区
間
は
，
風
化
・
破
砕
著
し
く
，

砂
質
土
状
～
礫
状
コ
ア
と
し
て
採
取
さ
れ
る
。

G
L
-
3
6
.
0
0
～
3
7
.
0
0
m
区
間
は
剪
断
面
が
多
く
発
達
し
，

片
状
～
短
棒
状
コ
ア
と
し
て
採
取
さ
れ
る
。

G
L
-
3
7
.
7
0
～
3
8
.
0
0
m
区
間
は
，
φ
3
c
m
前
後
の
軽
石
を

含
む
凝
灰
質
砂
岩
の
薄
層
が
挾
在
す
る
。
一
部
褐
鉄

鉱
汚
染
を
被
り
，
ま
だ
ら
状
に
褐
色
に
変
色
し
て
い

る
。

G
L
-
3
8
.
6
5
～
3
9
.
0
0
m
区
間
は
，
一
部
に
軽
石
を
混
入

す
る
凝
灰
質
砂
岩
。

G
L
-
3
8
.
6
5
～
3
8
.
7
5
m
区
間
は
，
葉
理
構
造
の
発
達
著
し

く
，
そ
の
傾
斜
角
度
は
概
ね
2
0
°
前
後
を
示
す
。

G
L
-
3
8
.
7
5
～
3
9
.
0
0
m
区
間
に
は
，
最
大
径
5
c
m
の
軽
石

と
火
山
岩
片
が
混
入
す
る
。

細
礫
混
り
の
シ
ル
ト
～
粗
粒
砂
で
構
成
さ
れ
る
。
全

体
的
に
非
常
に
ル
ー
ズ
で
軟
質
。
G
L
-
3
9
.
0
0

～
4
0
.
0
0
m
区
間
は
含
水
多
い
。

G
L
-
4
0
.
0
0
～
4
0
.
1
0
m
区
間
は
径
5
～
1
0
m
m
の
亜
円
～
円

礫
を
多
く
含
む
。
雑
多
な
礫
が
混
在
し
て
い
る
。

凝
灰
質
の
シ
ル
ト
～
細
砂
で
構
成
さ
れ
る
無
層
理
塊

状
の
凝
灰
岩
。
比
較
的
軟
質
で
カ
ッ
タ
ー
に
よ
り
容

易
に
削
れ
る
。
全
体
的
に
岩
組
織
は
明
瞭
で
粘
土
化

は
見
ら
れ
な
い
。

G
L
-
4
5
.
6
0
～
4
5
.
9
0
m
区
間
は
中
～
粗
粒
砂
岩
が
認
め
ら

れ
る
。
軟
質
で
指
圧
に
よ
り
容
易
に
砂
質
土
状
に
崩

れ
る
。

中
～
粗
粒
砂
岩
と
シ
ル
ト
岩
の
細
互
層
。
砂
岩
中
に

は
軽
石
の
混
入
が
見
ら
れ
る
。
層
理
や
葉
理
が
良
く

発
達
し
て
お
り
，
そ
れ
ら
の
傾
斜
角
度
は
概
ね
1
0
°

前
後
を
示
す
。

G
L
-
4
9
.
0
0
～
5
0
.
0
0
m
区
間
は
風
化
・
破
砕
が
進
行
し
，

ぜ
い
弱
で
指
圧
に
よ
り
容
易
に
分
離
す
る
。

G
L
-
4
9
.
5
0
m
以
深
で
は
，
明
灰
色
細
粒
の
火
山
灰
質
粒

子
や
軽
石
の
混
入
が
卓
越
す
る
。

最
大
径
5
c
m
程
の
軽
石
を
含
む
軽
石
質
凝
灰
岩
。
大
局

的
に
は
下
位
ほ
ど
軽
石
の
混
入
多
く
な
り
，
粒
径
も

大
き
く
な
る
。
葉
理
が
発
達
し
，
そ
の
傾
斜
角
度
は

概
ね
1
0
°
を
示
す
。
比
較
的
硬
質
で
あ
る
が
，
ハ
ン

マ
ー
の
打
撃
に
よ
り
容
易
に
砕
け
る
。

G
L
-
5
8
.
0
0
～
5
9
.
0
0
m
区
間
は
粗
粒
の
軽
石
凝
灰
岩
で

あ
り
，
著
し
く
ぜ
い
弱
で
短
棒
状
～
砂
質
土
状
コ
ア
と

し
て
採
取
さ
れ
る
。
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.
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混
り
砂
質
土

3
0
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.1
2
2
0.
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強
風
化
軽
石
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凝
灰

岩

2
7
8
.3
2
4
3.
90

強
風
化
細
粒
凝
灰
岩

2
6
8
.3
2
5
3.
90

強
風
化
砂
岩
シ
ル
ト

岩

2
6
4
.9
2
5
7.
30

砂
利
・
礫
混
り
砂
質

土 風
化
細
粒
凝
灰
岩

最
大
径
5c
mの
亜
角
～
亜
円
礫
と
中
～

粗
粒
砂
の
基
質
で
構
成
さ
れ
る
。
礫
種

は
溶
結
凝
灰
岩
や
凝
灰
岩
を
主
体
と
す

る
。
基
質
は
粘
性
は
認
め
ら
れ
ず
，
含

水
乏
し
い
。

G
L-
0
.0
0
～
0.
10
m
区
間
に
は
植
物
片
や

植
物
根
を
混
入
す
る
。
全
体
的
に
褐
鉄

鉱
汚
染
に
よ
り
褐
色
を
呈
す
る
。

最
大
コ
ア
長
30
cm
の
溶
結
凝
灰
岩
転
石

と
軽
石
凝
灰
岩
起
源
の
砂
質
土
で
構
成

さ
れ
る
。
溶
結
凝
灰
岩
転
石
に
は
φ
2

～
5m
m程
の
高
温
石
英
が
多
数
含
ま
れ

て
お
り
硬
質
で
，
ハ
ン
マ
ー
の
打
撃
に

よ
り
金
属
音
を
発
す
る
。
転
石
表
面
は

褐
鉄
鉱
汚
染
を
被
っ
て
お
り
，
淡
褐
～

暗
褐
色
に
変
色
し
て
い
る
。

基
質
は
粗
粒
砂
サ
イ
ズ
の
石
英
粒
子
を

主
体
と
し
，
一
部
に
軽
石
や
凝
灰
岩
礫

を
含
む
。
部
分
的
に
含
水
が
認
め
ら
れ

る
。
GL
-2
.
60
～
3.
0
0m
区
間
は
粘
性
土

の
混
入
多
く
，
や
や
粘
性
を
帯
び
る
。

全
体
的
に
褐
鉄
鉱
汚
染
著
し
く
，
黄
褐

～
暗
褐
色
に
変
色
し
て
い
る
。

最
大
コ
ア
長
4
0c
mの
軽
石
や
φ
5c
m前

後
の
火
山
岩
片
，
φ
5m
m前
後
の
高
温

石
英
で
構
成
さ
れ
る
。
風
化
著
し
く
軟

質
で
，
指
圧
に
よ
り
容
易
に
砂
質
土
状

に
崩
れ
る
部
分
や
，
や
や
締
ま
っ
て
お

り
，
カ
ッ
タ
ー
に
よ
り
崩
れ
る
部
分
と

が
あ
る
。
軽
石
の
粒
径
は
下
位
ほ
ど
大

き
く
な
る
傾
向
に
あ
り
，
GL
-
15
.0
0

～
20
.
00
m
区
間
に
φ
10
～
40
cm
の
軽
石

が
集
中
的
に
分
布
す
る
。
全
体
的
に
褐

鉄
鉱
汚
染
に
よ
り
淡
褐
～
黄
褐
色
に
変

色
し
て
お
り
，
一
部
は
特
に
著
し
く

，
GL
-
6.
0
0～
7
.0
0
m区
間
は
暗
褐
色
に

，
GL
-
14
.
30
～
15
.
00
m
区
間
は
赤
黄
褐

色
に
変
色
し
て
い
る
。

シ
ル
ト
～
細
粒
砂
サ
イ
ズ
の
火
山
灰
質

粒
子
で
構
成
さ
れ
る
。
下
部
ほ
ど
粒
径

が
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
り
，
粒
径
が

大
き
く
な
る
に
つ
れ
，
白
色
，
明
灰
色

，
灰
色
と
色
調
が
変
化
す
る
。

G
L-
2
0.
1
0～
2
5.
0
0m
区
間
は
風
化
著
し

く
，
岩
組
織
は
明
瞭
に
残
存
す
る
も
の

の
，
剪
断
面
が
密
に
網
目
状
に
発
達
す

る
。
剪
断
面
の
一
部
に
は
鈍
い
光
沢
が

見
ら
れ
る
。
粘
土
化
は
一
部
に
見
ら
れ

，
ぜ
い
弱
で
指
圧
に
よ
り
容
易
に
剪
断

面
に
沿
っ
て
分
離
す
る
。
褐
鉄
鉱
汚
染

に
よ
り
淡
褐
色
に
変
色
し
て
い
る
。

G
L-
2
5.
0
0～
3
9.
5
0m
区
間
は
や
や
締
ま

っ
て
お
り
，
指
圧
で
は
貫
入
し
な
い
が

，
カ
ッ
タ
ー
に
よ
り
容
易
に
崩
れ
る
。

剪
断
面
は
見
ら
れ
な
い
。

G
L-
2
5.
0
0～
3
0.
0
0m
区
間
は
褐
鉄
鉱
汚

染
に
よ
り
淡
褐
～
灰
褐
色
に
変
色
し
て

い
る
。

G
L-
27
.5
0m
以
深
で
，
砂
質
粒
子
が
主

体
的
と
な
る
。

G
L-
29
.8
0m
に
は
葉
理
構
造
が
見
ら
れ
，

そ
の
傾
斜
角
度
は
概
ね
20
°
を
示
す
。

G
L-
35
.0
0m
以
深
で
中
～
粗
粒
砂
が
主

体
を
成
し
，
GL
-3
9
.1
0
m以
深
で
φ
5c
m

前
後
の
軽
石
や
火
山
岩
片
が
多
く
混
入

す
る
。
風
化
著
し
く
比
較
的
ル
ー
ズ
で

，
部
分
的
に
礫
混
り
砂
質
土
状
コ
ア
と

し
て
採
取
さ
れ
る
。

◎
礫
混
り
砂
質
土
状
コ
ア
区
間
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0m

砂
岩
，
シ
ル
ト
岩
，
凝
灰
岩
の
細
互
層

。
シ
ル
ト
～
細
砂
が
卓
越
す
る
。
風
化

・
破
砕
著
し
く
，
風
化
ぜ
い
弱
部
と
破

砕
部
が
混
在
す
る
。
葉
理
構
造
が
良
く

発
達
し
，
そ
の
傾
斜
角
度
は
10
～
20
°

を
示
す
。

G
L-
43
.9
0～
44
.2
0，
44
.7
0～
47
.6
0m

区
間
は
，
岩
質
は
比
較
的
硬
質
（
カ
ッ

タ
ー
で
は
削
れ
る
）
で
粘
土
化
は
見
ら

れ
な
い
が
，
亀
裂
が
多
く
，
葉
理
に
沿

っ
て
分
離
し
や
す
く
，
礫
状
～
短
棒
状

コ
ア
と
し
て
採
取
さ
れ
る
。
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風
化
細
粒
凝
灰
岩

最
大
径
5c
mの
礫
と
シ
ル
ト
～
粗
粒
砂

で
構
成
さ
れ
る
。
礫
種
は
酸
化
し
た
凝

灰
岩
礫
，
緑
色
変
質
し
た
凝
灰
岩
礫
，

溶
結
凝
灰
岩
の
円
礫
な
ど
多
種
多
様
。

ま
た
強
風
化
砂
岩
・
シ
ル
ト
岩
が
ブ
ロ

ッ
ク
状
に
混
入
し
，
植
物
根
の
混
入
も

見
ら
れ
る
。

G
L-
54
.4
0～
55
.3
0，
55
.4
0～
55
.8
0m

区
間
は
礫
混
り
土
状
を
呈
す
る
強
風
化

泥
岩
が
認
め
ら
れ
る
。

G
L-
54
.2
0，
55
.3
0～
55
.4
0，
56
.3
0m

に
は
，
植
物
根
の
混
入
が
見
ら
れ
る
。

G
L-
5
6.
1
0～
5
7.
3
0m
区
間
は
特
に
褐
鉄

鉱
汚
染
著
し
く
，
褐
～
暗
褐
色
に
変
色

し
て
い
る
。

G
L-
5
6.
5
0～
5
7.
3
0m
区
間
は
含
水
著
し

く
空
隙
が
多
く
，
非
常
に
ル
ー
ズ
で
あ

る
。

シ
ル
ト
～
細
砂
サ
イ
ズ
の
凝
灰
質
粒
子

で
構
成
さ
れ
る
。
比
較
的
新
鮮
で
棒
状

コ
ア
と
し
て
採
取
さ
れ
る
が
，
や
や
軟

質
で
カ
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BV-1 地下水検層図

調査孔位置図
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１．12　地下水検層解析図



BV-2 地下水検層図

調査孔位置図
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BV-4 地下水検層図

調査孔位置図
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BV-9 地下水検層図

調査孔位置図
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BV-10 地下水検層図

調査孔位置図
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BV-12 地下水検層図

調査孔位置図
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BV-13 地下水検層図

調査孔位置図
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BV-14 地下水検層図

調査孔位置図
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BV-16 地下水検層図

調査孔位置図
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BV-17 地下水検層図

調査孔位置図
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BV-20 地下水検層図

調査孔位置図
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BV-22 地下水検層図

調査孔位置図
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BV-23 地下水検層図

調査孔位置図
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BV-1 歪・水位変動図

調査孔位置図
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推定すべり面

１．13　パイプ歪計・地下水位変動図



BV-2 歪・水位変動図

調査孔位置図
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推定すべり面



BV-4 歪・水位変動図

調査孔位置図
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推定すべり面



BV-9 歪・水位変動図

調査孔位置図
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推定すべり面

ノイズ？



BV-10歪・水位変動図

調査孔位置図
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推定すべり面



BV-12歪・水位変動図

調査孔位置図
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推定すべり面



BV-13歪・水位変動図

調査孔位置図
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推定すべり面



BV-14歪・水位変動図

調査孔位置図
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BV-14(2)歪・水位変動図

調査孔位置図
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BV-16歪・水位変動図

調査孔位置図
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推定すべり面



BV-17歪・水位変動図

調査孔位置図
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推定すべり面



BV-20歪・水位変動図

調査孔位置図
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推定すべり面



BV-22歪・水位変動図

調査孔位置図
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推定すべり面



BV-23歪・水位変動図

調査孔位置図
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推定すべり面



BV-4 孔内傾斜計
調査孔位置
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１．14　孔内傾斜計解析図



１－７　伸縮計観測結果

S-1 S-2 RAIN S-1 S-2 RAIN S-1 S-2 RAIN S-1 S-2 RAIN S-1 S-2 RAIN S-1 S-2 RAIN
月日 累積移動量 累積移動量 日雨量 月日 累積移動量 累積移動量 日雨量 月日 累積移動量 累積移動量 日雨量 月日 累積移動量 累積移動量 日雨量 月日 累積移動量 累積移動量 日雨量 月日 累積移動量 累積移動量 日雨量

[mm] [mm] [mm/日] [mm] [mm] [mm/日] [mm] [mm] [mm/日] [mm] [mm] [mm/日] [mm] [mm] [mm/日] [mm] [mm] [mm/日]
07月10日 3.7 0 08月04日 158.6 -1.3 8 08月29日 208.4 -1.8 21 09月23日 248.2 -1.7 0.5 10月18日 288.2 -1.6 0 11月12日 318.5 -1.5 0
07月11日 13.8 0 16 08月05日 163.7 -1.3 0 08月30日 210.4 -1.8 28 09月24日 249.6 -1.7 0 10月19日 289.5 -1.6 0 11月13日 318.7 -1.5 0
07月12日 25.2 0.1 23 08月06日 165.3 -1.3 0 08月31日 212.1 -1.8 17 09月25日 252.2 -1.1 7 10月20日 291 -1.6 0 11月14日 319.8 -1.5 0
07月13日 34.8 -0.1 0 08月07日 167.2 -1.3 0 09月01日 213.8 -1.8 1 09月26日 253.7 -1.1 5.5 10月21日 292.2 -1.6 0 11月15日 320.7 -1.5 0
07月14日 43.7 -0.2 9 08月08日 169.6 -1.3 0 09月02日 215.5 -1.8 3.5 09月27日 255.7 -1.1 2.5 10月22日 293.8 -1.5 0 11月16日 323.5 -1.5 0.5
07月15日 51.9 -0.2 0 08月09日 172.1 -1.2 0 09月03日 217.2 -1.8 1.5 09月28日 257.1 -1.1 0.5 10月23日 295.3 -1.5 0 11月17日 323.5 -1.5 1
07月16日 59.4 -0.2 0 08月10日 174.6 -1.2 1.5 09月04日 218.9 -1.8 0 09月29日 258.7 -1.1 0 10月24日 295.5 -1.5 125 11月18日 324.2 -1.5 2.5
07月17日 66.9 -0.3 0 08月11日 177.5 -1.2 0.5 09月05日 220.8 -1.8 7 09月30日 260.5 -1.1 0 10月25日 296.4 -1.5 0.5 11月19日 325.1 -1.5 0
07月18日 73.8 -0.7 4 08月12日 180.1 -1.2 1 09月06日 222.3 -1.8 0 10月01日 262.3 -1.1 0 10月26日 297.6 -1.5 2 11月20日 327.8 -1.5 0
07月19日 80.7 -0.7 0 08月13日 182.7 -1.2 0 09月07日 224.3 -1.8 26.5 10月02日 263.6 -1.1 0 10月27日 299.1 -1.5 0.5 11月21日 328.2 -1.6 4
07月20日 87.1 -0.7 0 08月14日 184.7 -1.2 21.5 09月08日 225.9 -1.8 0 10月03日 265.3 -1.1 0 10月28日 300.5 -1.5 3.5 11月22日 331.6 -1.7 1
07月21日 93.4 -0.7 3.5 08月15日 186.9 -1.2 5 09月09日 227.2 -1.8 0 10月04日 267.1 -1.1 7.5 10月29日 302.2 -1.5 2.5 11月23日 329.1 -1.7 9
07月22日 99.9 -0.7 1 08月16日 189.2 -1.2 12.5 09月10日 229.1 -1.8 0 10月05日 268.8 -1.1 4 10月30日 303.3 -1.5 0.5 11月24日 329.1 -1.7 1.5
07月23日 105.5 -0.7 0.5 08月17日 191.1 -1.2 23.5 09月11日 230.9 -1.8 2.5 10月06日 269.8 -1.1 31 10月31日 304.6 -1.5 4.5 11月25日 330.6 -1.8 5.5
07月24日 110.9 -1 10.5 08月18日 193.1 -1.2 0.5 09月12日 232.4 -1.8 11.5 10月07日 271.6 -1.1 0.5 11月01日 305.9 -1.5 1 11月26日 330.6 -1.8 2.5
07月25日 114.9 -1.1 0.5 08月19日 194.2 -1.3 60.5 09月13日 234.1 -1.8 0.5 10月08日 273 -1.2 36 11月02日 307.2 -1.5 3 11月27日 330.8 -1.8 7.5
07月26日 119.3 -1.1 0 08月20日 195.9 -1.3 16.5 09月14日 235.5 -1.8 0 10月09日 274.4 -1.2 0.5 11月03日 308 -1.5 6.5 11月28日 331.2 -1.8 48
07月27日 123 -1.1 0 08月21日 196.7 -1.3 52.5 09月15日 236.7 -1.8 0 10月10日 275.8 -1.2 0.5 11月04日 309.3 -1.5 1.5 11月29日 331.5 -1.8 0.5
07月28日 126.8 -1.1 0 08月22日 198.2 -1.3 0.5 09月16日 238.6 -1.8 0 10月11日 277.6 -1.6 1.5 11月05日 310.7 -1.5 0.5 11月30日 332.1 -1.8 13
07月29日 131.4 -1.2 0 08月23日 200 -1.3 17 09月17日 240 -1.8 0 10月12日 279 -1.6 0 11月06日 311.6 -1.5 0 12月01日 332.8 -1.8 0.5
07月30日 136.2 -1.2 0 08月24日 200.8 -1.8 100 09月18日 241.2 -1.8 0 10月13日 280.5 -1.6 0 11月07日 313.2 -1.5 1 12月02日 333.2 -1.8 3
07月31日 140.8 -1.2 11 08月25日 201 -1.8 21 09月19日 242.8 -1.8 0 10月14日 281.9 -1.6 0 11月08日 313.7 -1.5 0.5 12月03日 333.9 -1.8 0.5
08月01日 145.2 -1.2 0 08月26日 202.8 -1.8 0 09月20日 244 -1.8 0 10月15日 283.5 -1.6 0 11月09日 314.8 -1.5 0
08月02日 149.3 -1.2 0 08月27日 204.6 -1.8 0 09月21日 245.6 -1.8 3.5 10月16日 285.1 -1.6 0 11月10日 315.9 -1.5 0
08月03日 155.5 -1.2 0.5 08月28日 206.6 -1.8 6.5 09月22日 247.1 -1.8 0 10月17日 286.4 -1.6 0 11月11日 316.6 -1.5 0

位 置 図

荒砥沢地すべり：伸縮計－雨量変動グラフ
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１．15　伸縮計観測結果
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